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センターの概要

革(1)沿

J 
J 

革沿月年

昭和 2年3月31日鹿児島県工業試験場大島分場が設置され， 4月1日庶務，昭和 2年4月

機織，原料糸，染色の4部で発足した。〆

鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，4年11月

原料，図案，染色，機織の 4部が設置され事務所を現在地においた。

大島紬後継者育成のため図案，染，織部門の伝習生養成を開始した。7年 4月

初年4月 昭和20年4月20日戦災により庁舎が全焼し，試験研究業務を停止した。

昭和21年 2月2日内部省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され

臨時北部南西諸島と改称された。

昭和25年5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行っ

士こ。

21年2月

25年 5月

、
)

機織，原料，染色の 5係を配置し業

大島染織指導所として再発足した。

旧敷地内1<:庁舎を再建し，庶務，図案，

務を開始した。

25年6月

26年 4月

伝習生(1年〕研究生等 (6か月)の養成を再開した。27年4月

大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となった。27年4月

昭和28年12月25日復帰し，鹿児島県大島染織指導所となった。28年12月

庁舎用地として 303nlを取得し，ボイラ一室を設置した。

昭和31年3月31日加工室，機織室，会議室を新築した。

機構改革により庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置した。37年7月

38年4月 本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築した。

染色排水処理施設を設置した。48年3月

創立50周年記念事業を実施した。54年11月

56年4月 鹿児島県大島紬技術鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，

指導センタ と改称し，総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室

n
，u
 

30年11月

31年 3月

が設置された。

、
)

J 

J 



l
s

、
、
ー
、
、
今
、
f

、

l

p

、巴

i

‘
，
k

、《台、十

織(2)組

l人長館

構機① 
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3人

6人

3人

課

機織研究室

図案研究室

染色化学研究室

務総

商工労働部一一工業振興課一一大島紬技術指導センタ

)
 

6人

織

区 分 事務系 技術系 労務系 計

館 長

総 務 課 3 3 

機織研究室 6 6 

図案研究室 3 3 

染色化学研究室 5 1 6 

計 3 15 19 

京温② 

員職③ 

員職7. 現

館

、

)
 

通夫(兼 務)

昆次 (56年 9月〉

順光 (55年11月)

嘉美 (54年 5月〕

輪

山

村

永

襲

富

今

徳

図案研究室

長室

迫夫 (61年 4月)蓑輪長

諜務総

員究

" 

研政義 (61年 4月)

陸彦 (62年 4月〕

妙子 (62年 4月)

納

留

掘

嘉

諸

青

長

査

課

主

嘉克 (31年12月)

決造 (41年目月)

利一 (42年 9月)

博司 (57年 4月〉

研了 (58年 1月)

秀信 (38年 4月)

文隆 (39年11月)

清和 (54年 6月)

秀久 (55年11月)

恵川美智子 (55年 5月)

桂子 (57年11月)

貞茂 (62年 4月)

)は当センター勤務の発令年月を示す。

赤塚

西

" 

染色化学研究室

室

主任研究員

長押川

平田

福山

" 

機織研究室

長

主任研究員

究

室

操

村田

西元

員

" 
究

" 

研

福山

員

" 

" 

研

白久ポイラ技士

qo 

上山" 
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土地・建物131 

1，900.05，，1 地土

1，545.27'" 物建

鹿児島県名瀬市久里町5番37号

区 分 種 ~IJ 構 造 階 2 階 3 階

土 地 事務所及び施設用地 1，900.05 '" 

建 物 事務所及び研究室 鉄コンクリート筋造 463.57 464.76 928.33"， 

" 染 色 事 務 室
コンクリート

31.40 31.40 '" プロック造

a少 建色色室・加ボイ工ラ 室室 鉄コンクリ ト造筋 145.78 145.78"， 

" 検査機器室及び会議室 木 造 1 78.04 165.29 343.33"， 

" f亘 温 恒 湿 室 鉄コンクリ ト筋造 17.35 17.35 '" 

〆ノ 渡 廊 下 rノ 24.72 24.72 '" 

" 乾 燥 室 " 8.09 8.09"， 

" 倉 庫
コンクリート

33.05 33.05"， 
プロック造

" 倉庫及び自転車置場 木 造 13.22 13.22 ，，1 

計 915.22 630.05 1，545.27 '" 

工作物 言己 念 碑 石 材 基 基

" 染色排水処理施設 一(凝西集枕開澱発法式) 1 式 30.00"， 

地在所

ぺ
)

v 

d 

， 

算

歳 入 歳 出

手 数 料 245，500 中小企業振興費 6，933.745 

工業試験場費 10，145，900 

ムロ 計 245，500 合 計 17，079，645 

-4-
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主要設備・機器(5) 
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能性様仕-機器名

恒

設備

4077t カラープレハプ式室湿温f亘

u 

U: 

伸度 0-409百日本ウスター 荷重0-2，0009ヤーンストレングテスタ

自動記録式蛭田理研経糸抱合力試験機

度試験機 モンサント型昭和重機わし防

織 エレメンドル7式興亜商会

東洋精機

機験試裂目|物

織工式スライド型ス テ ス タ ーソフトネ

型子振東洋精機試 験 機布急断

A 
M 

織

HANDLE -0 -METER 機験試風

自動記録式島津製作所スターステイプネ

電動式MM-2大栄科学機撚検

8M2型(倍率10x20X50)ニコン鏡

機

徴顕体実

ガレ式東洋精機験試度軟柔

自動記録式島津製作所テスタードレープ

カストム式島津製作所

東洋精機

機物摩耗試験織

子型振機断試験

粘

急糸

BM型東京計器製造所計度型B 

MM-3型錦江織機機動締自圧 式空

28KHZ 投入型 300W島田理化器洗浄音波超

サンシャインカーボン式スガ試験機メーターウェザ

170 -30型デジタJレ表示付目立製作所置光装子吸原

協和精密高速液体クロ 7 トグラフィー

40-200・cLK-l型国禁井製作所大型熱風乾 燥 機

24KW DPW-4型ヤマト電気定温 真空乾燥装置

機

1

i

、、、:、
t

i

i

、、
i

、!
l

h

l

、ー

8]K全自動フラスコ 2個掛昭和重機つと振

L-8型大栄科学精器メータンダーラウ

BOD-l 

-5-
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堀場製作所

島津製作所

ーター

固定型遠心分離機

B 0 D メ
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設備・機器名

分 光 光 度 計

直 司て 天 秤

耳ミ 差 屈 折 計

摩 擦 試 験 機

光 電 反 射 計

噴射式紹糸自動染色機

顕微鏡写真撮影装置

自 動粒度調j 定機

ト レ ス コ プ

実 物 投 影 機

比 較 投 影 機

カラーアナライザー

カ、スヲロマトグラフ

万能 ヨl 張試験機

仕 様 性 能

目立製作所 200-20型 ダゴJレビーム

島津製作所 LS-6型

昭和電工 S E-ll型

大栄科学精器 クロックメータ 型

平泊産業 SPR-3型

津村化学機械 SAK-M-S 

ニコン (倍率X1，500) 

島津製作所

大日本スクリー y ヤシカ F-56 135 D 

大日本スクリーン キサキ51B型 F 250 m祝

ニコン (倍率10x20X50)

東京電色 TCー1，800

島津製作所 GC-PAM 

オリエンテック PTM-IOO 

-6ー
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技術指導の実施状況

指 導 項 目 地区数 企業数(件) 茸白 区 名

一般巡回指導 l 10企業 名瀬

簡易巡回指導 日 22企業 名喜瀬界((42))，， 笠与利論44JJ， 宇検(4)，瀬戸内(4)，

巡回指導等(機織) B 44企業
鹿児島 (20)，名瀬(2)，竜郷(2)，笠手IJ(11) 

大和(1)，宇検(1)，喜界(4)，与論(3)

巡回指導等(図案) 4 24企業 鹿児島(ll)，名瀬(2)，竜郷(8)，笠利(3)

巡回指導等(染色化学) 3 6企業 伊集院(1)，宇検(3)，瀬戸内包)

移動指導センター 3 23件 鹿児島 (3)

技術アドパイザー指導 B 18企業
名瀬σ)ー竜郷臼)，笠手1](1)，瀬戸内(1)

喜界(1)，徳之嵐2).和泊(1)，宇検(1)

(1) 

U!. 

1

1

、}
L

、
z

j

f

、〈、ー、
I

4

4

t

t

(2) 相談による指導

指 導 項 目 {牛 数 指 導 項 日 {牛 数

織物設計について 44件 化学染料について 5件

緋加工について 101 色合わせについて 3 

緋締について 40 摺り込み染色について 2 

原料糸について 60 カッチについて 2 

製織りについて 131 亜美法について 2 

構図について 12 PHメーターについて 2 

配色について 8 ハイブリッド大島について l 

小柄について B ノンブライト加工について l 

植物染料染色について 15 緋染色について l 

赤土染色について 3 摩擦堅牢度について l 

泥染めについて 32 酸素処理について l 

藍染めについて 9 接着糊について l 

汚点抜きについて 7 計 492件

一7-



依頼 業務3. 

(2) 業者からの受託業務

委 託 品 依頼項目 数 量

紹糸染色 18.793 fI I 

原料糸 白緋染色 700 fI 

泥緋抜染 5，000 fI 

計 24，493 fI 

図 索 図案調製 7件

(1) 業者からの依額による試験等

委託品 試験項目 件 数

イE 学 試 験 5/'牛

染色堅ろう度試験 5 

大島紬

耐光堅ろう度訴験 5 

その他物理試験 l 

植物染料 定 量 分 析 21 

イじ 学 試 験 2 

染色糸

染色堅ろう度試験他 4 

化 学 試 験 1 

布 染色堅ろう度試験 1 

耐光堅ろう度試験 l 

計 46 

l 
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昭和62年度伝習生の養成状況

養成の 目 的 養成期間 養成人員
養成科目別人員内訳

図 案 染色 締加工

大島紬の専門的知識と技術 62年4月~

を習得させ中堅技術者となる 63年3月 4人 3人 1人 0人

ベき後継者を養成する。 1年間

4. 

)り

0: 

、

L 

l

t

i

I

L

I

 

科別 指 導 項 目

1 総合理論議議(図案，原料，締加工，染色化学)

図 2. 基礎図案による模写

案
3. 図案の構図と輪面の取り方

4 図案の考案調製

科 5 図案と締加工の関係

6 図案と原図の関係

l 総合理論講議(図案，原料，締加工，染色化学

2 合成染料の試験染

3 合成染料の混合染
染

4 合成染料の緋鐙染色

5 合成染料の摺込液調整

6 ジャリンパイ染色(地糸，緋)

7. 各種染料染色
色

8 植物染料染色

9 植物藍染色

10 色緋抜染

科
11 泥藍緋部分抜染

12 色耕部分抜染

13 染色堅ろう度試験

14 復習及び民間工場実習

1 総合理論議議(図案，原料，締加工，染色化学)

締加 2 設計，糸繰り，整経，糊張り実習

工 3 普通締，交代締加工，仕上実習
科

4 回し締，ふかし締，袋締加工実習

-9-



会議等

会 議 等 期 日 場 所 内 唯同3旬・

昭和 61年度試験研究発表会 5/15 名 瀬 7 5名

" 5/20 鹿児島 39名

移動セ ンター 5/20-21 " 51牛

工技連繊維連合部会総会 5/21-22 東 京 館 長

九州地方工業技術連絡会議 6/23-24 福 岡 " 

染色化学討論会 7/2 - 3 東 京 村 田

化学関連支部合同九州大会 7/24 福 同 西 7G 

エ技連繊維連合部会中・四国九州地方部会 8/6 - 7 福 山 館 長

移動セ ンター 9/17-18 鹿児島 8件

九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 10/14-15 宮 崎 嘉 納

九州地方工業技術連絡会議 10/20-21 ~~ 覇 館 長

全国公設繊維工試長会議 10/叩 -31 金 沢 " 
繊維連合部会デザイン情報研究会 11/6 - 7 京 都 徳 永

繊維連合研究発表会 11/5 - 6 大 阪 平 田

本場大島紬製造工程別技術競技会 11/13 名 瀬 572点

" 11/19 鹿 児 島 35 6点

中 四国九州地方繊維技術専門委員会 1/17-18 岡 山 西

移動センター 1/初 -21 鹿児島 1 0件

大島紬製造技術懇談会 2/29 名 瀬 1 4名

-10-
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1. 大島紬の風合い評価に関する研究

平田清和福山桂子上山貞茂

1. まえ方戸き

近年，消費者ニーズの多用化により繊維業界でも少量多品種や差別化商品の必要性が求めら

れている。又，素材の良さも製品のデザイン，色彩にも劣らず重要在要素であり差別化商品の

開発には素材の特徴の解明が必要である。

大島紬は元来泥染製品に代表される地風の良さ在ど風合い的に良好なことは製造，流通，消

費者の各段階で認められている。しかし，色大島紬など一部の製品には改良の余地があり文，

湯の L，湯;iIiし他着用時の風合い等についての情報は不足している。

今回は，風合いについての基礎研究の一環としてある条件の試料布を作成し従来から行なっ

ていたJ1 S法を主とした風合い測定方法と，新しく提案されている測定方法について物性デ

ータを比較して風合い低を織物設計，新商品開発へ利用していく可能性について検討を行なった。

2. 実 験

1 )試料布の条件

j尼染平織無地織物

経糸・ 8，5匁泥染絹糸(共通)

緯糸:8. 5匁-8.8匁，泥染絹

糸口種類，白絹糸 1種類

高機による手織

2 )物性値の測定

J 1 S L 1096 一般織物試験法

表 l 織上値

綿 品
表官目付 実測目付

(匁〕 (g) 

Nu 1 8. 5 31.43 

Nu 2 8. 5 3 1.55 

Nu 3 8. 5 29.23 

叫!o.4 8. 5 3 l.! 5 

Nu 5 8. 5 32.25 

Nu 6 8. 8 34.15 

Nu 7 8. 8 32.25 

Nu 8 8. 8 34.50 

Nu 9 8. 8 33.12 

泥染目付 増置 経糸密度 緯糸密度
(g) (%) (>民メ溜){為匂)

43.15 37.29 32.75 27.50 

45.40 43.90 32.30 29.50 

39.21 34.14 33.05 3 1.50 

43.26 38.88 33.10 28.55 

4 1.89 29.89 33.15 25.20 

45.06 3 1.95 32.10 25.05 

4 1.95 30.08 33.25 25.00 

45.54 32.00 32.00 26.05 

46.06 39.07 33.05 25.40 

v に準 Uて剛軟性A法(45。カンチレ

パ一法) ，剛軟性B法(スライド法)， 

剛軟性D法(ハートループ法) ，剛

軟性E法(ハンドルオメータ法)及

び防しわ性B法(モンサント法)の

5項目，更にKES試験機による測

定として引張り特性(直線性，引張

NulO 

NuU 

NU12 

平均

僚時謡i

装聾惇

経 糸

8. 6 30.4 0 
8. 5 

8. 5 28.61 

31.69 

1.85 

5.84 

表示目付 実測目付

{匁) (g) 

8. 5 

43.00 4 1.45 32.30 28.20 

39.42 32.75 28.15 

32.95 27.30 

43.09 35.87 32.73 27.28 

2.35 4.94 0.4 4 2.03 

5.45 13.77 1.34 7.44 

拒染目付

( g ) 

4 1.25 

り仕事量，レジリエンスの 3項目)，曲げ特性(曲げ剛性，ヒステリシス帳の 2項目) ，せん断

特性(せん断剛性， 0.5
0， 50におけるヒステリシス幅の 3項目) ，圧縮特性(直線性，圧縮仕

事量，レジリエンスの 3項目) ，表面特性(平均摩擦係数，摩擦係数の平均偏差，表面組さの

3項目)及び厚さ(圧力0.5gf /c~における厚さ) ，重さ(単位面積あたりの重さ)の16項目を

加えて合計21項目の測定を行なった。
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iJW定条件J1 S準拠法は標準状態 (20土2C・65士2%) ， K E S試験機法は常混常湿

表 2に測定項目の一覧を示す。

表 2 測定項目

測定法，特性値 記号 単 位
剛軟性 A法 45カンテレパー法 KAN mm 

" B スライド法 SURA cm 

" D ハートループ法 HATO 肌m

" E ハンドJレ-rメータ怯 TOHA 
~ 防しわ性B法 モンサント法 S IWA 

引張り特性 直線性 LT 
〆J 引張り仕事量 WT ~ 品f ・C叫/白7l
" 

レP リエンス RT 
曲げ特性 曲げ剛性 B gf・C77t/AcrmrL 

" ヒステリシス幅 2HB gf・c肌
せん断特性 せん断剛性 G gf/c;乱

" 
。ι。におけるヒステリシス幅 2HG gf/cm 

" 
5。におけるヒステロシス幅 2HG5 gf/cm 

圧縮特性 直線性 LC 

" 
圧縮仕事量 WC 骨gf・cm/(叩f

" 
レUリエンス RC 

" 
レクリエンス RC % 

表面特性 平均摩擦係数平 MIU 

" 
摩擦係数の 均偏差 MMD 

" 
表面粗さ SMD IDICron 

厚 さ 圧力0.5g f/C1lILおける厚吉 TK mm 
重 さ 単位面属あたりの重吉 WK mg/'叩t

3. 結果と考察 表3 各項目の平均と標準偏差及び変動率(たて，ょこの平均)

物性値の測定 21項目に緯糸目付

(ME T U)を加えた22項目につい

て統計処理を行なった。

各項目の平均と標準偏差及び変動

率を表 3に示す。

1 )変動率について， LT， WT 

RTの引張り特性， RCの圧縮特性

MI Uの摩擦，厚さ，重さ，防しわ

性，ハートループ法，スライド法の

剛軟性の各測定では変動率が小さく

試料聞の差があまり出ていない。こ

れに士すして 2HG， 2HG5， Gの

せん断特性， MMDの表面特性， 2 

HB， Bの曲げ特性， WC， LCの

項 目

LT 
WT 
RT 
B 

2HB 
G 

2HG 
2HG5 
LC 
WC 
RC 

MIU 
MMD 
SMD 
TK 
WK 

S 1、IVA
HATO 
TOHA 
正AN
SURA 

平 均 標準偏差 変動 率

0.745 0.044 5.95 
4.25 0.19 4.49 

58.1 1.93 3.33 
0.1218 0.0160 1 3.1 2 
0.1414 。0230 16.25 
1.40 0.35 25.09 
5.64 2.50 44.38 
8.50 2.39 28.1 0 
0.442 0.0409 9.25 
0.044 0.0045 10.44 

50.65 1.92 3.79 
0.157 0.007 4.60 
0.0259 0.0056 21.60 
6.99 1.51 21.58 
0.280 0.014 4.97 
9.92 0.57 5.73 

66.33 1.96 2.95 
67.1 7 1.30 1.94 
17.53 1.39 7.90 
60.42 4.50 7.4 5 
9.17 0.10 1.12 

圧縮締特性の測定では変動率も大きく試料聞の特長はせん断や表面粗きや曲げの特性に表れる

ものと考えられる。

各項目の相関行列を表 4に示す。

-13-
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2 )緯糸目付に対しては厚 表4 各測定項目聞の相関行列表

さ，重さ，スライド法，ハン

ドルオメータ法. R Tの順に

相関が高〈重さやボリューム

感に影響していることがわか

る。又，せん断特性は特性値

間同士及びRT. 2HB. L 

Tの順に相聞が高<.曲げ特

性も特性i直間同士や. 2 H B 

がLT.R T. WTの引張り特

性やハンドルオメータ法との

相関が見られる。

重さはハンドルオメ タ法

と高い相関があるほかWT.

2 HB. カンチレバー法. G. 

スライド法とも相関がある。

又，カンチレパ一法は測定方

法の似たスライド法とは高い

相関がある。

しかし防しわ性とハートル

ープ法等の測定項目とほとん

ど相関性が見られない。

LT 
WT 
RT 
B 

2HB 
G 

2HG 
2HGS 
LC 
、VC
RC 

MIU 
MMD 
SMD 
TK 
WK 

S 1、.vA
HATO 
TOHA 
KAN 
SURA 

2HG5 
LC 
、.VC
RC 

MIU 
MMD 
SMD 
TK 
WK 

S IWA 
HATO 
TOHA 
KAN 
SURA 

fK 
WK 

S 1、.vA
HATO 
TOHA 
KAN 
SURA 

METU L T 、.VT R T B 2HB G 

-0.1014 
0.3084 0.5573 
0.5226 -0.5385 -0.3315 

-0.0724 0.6839 0.4545 -0.4310 
0.0034 0.7065 0.5975 -0.6022 0.8665 

-0.1642 0.6123 0.3816 -0.7075 0.4287 0.7057 
-0.3519 0.5211 0.2642 -0.8558 0.3942 0.6996 0.7785 
-0.3414 0.5681 0.2509 -0.8328 0.3453 0.6508 0.9068 
0.2052 0.2729 0.1046 -0.0004 -0.1055 -0.0529 0.2101 
0.4332 -0.1457 0.3824 O.H18 -0.3292 -0.0414 -0.1089 

-0.4329 -0.0096 -0.2675 -0.1499 -02358 -0.1161 0.4623 
0.0964 -0.3524 -0.2909 0.4285 -0.2381 -0.4659 -0.6683 

-0.0310 0.6248 日4230 -0.4430 0.3642 0.3546 0.4780 
0.4119 0.5614 0.1789 0.3974 -0.3020 -0.3532 -0.4921 
0.6205 0.1363 0.6253 0.1475 0.1077 0.1880-。01249 
0.6092 0.4139 0.6593 -0.1508 0.4386 0.6591 0.6064 
0.3125 0.0205 0.1838 0.2796 0.0982 -0.0734 -0:2073 

-0.0939 -0.1497 0.3913 0.2173 -0.3064 -0.1648 乱1251
0.5054 0.4673 0.4723 -0.2734 0.6240 。7772 0.5095 

-0.4719 01598-00103-020B401077-0.109。7-0.3706 
0.5228 -0.2175 0.0185 0.3367 -0.1414 0.0404 0.2683 

2HG 2HG5 L C 、"C R C MIU MMD 

0.9416 
-0.1603 0.0600 
-0.0318 -0.1206 -0.2215 
0.2171 0.3788 0.1734 -0.4097 
0.4216 -0.4636 0.0452 -0.2323 -0.3767 
0.2730 0.4416 0.6594 -0.4796 0.1588 0.0677 

-0.5587 -0.5828 -0.0506 0.5158 -0.4717 0.1326 -0.3200 
-0.1057 -0.1217 0.0493 0.5049 -0.6419 0.2214 0.1959 
0.3146 0.3538 0.1776 0.2316 -0.0020 -0.5162 0.2819 

-0.3910 -0.3672 -0.3135 0.3163 -0.3316 -0.2469 -0.2353 
-01242 -0.0110 0.4739' -0.0849 0.5047 -0.2337 -0.1519 
0.4995 。4569 -0.0257 。0527 -0.2660 -0.2446 0.2951 

ー0.1365 -0.2052 。1037 -0.1067 -0.4297 0.3763 。1285
0.0263 0.0898 一日0928 0.1379 0.3665 -0.2041 -0.1769 

SMD T K ¥VK S IWA HATO TOHA KAN 

0.5540 
-0.0105 0.3695 
0.3733 0.3345 。1201

-0.1089 -0.4773 -0.0303 -0.4711 
-0.1513 0.4450 0.8100 0.0520 -0.2864 
0.0659 -0.0097 -0.6342 -0.0807 -0.1684 -0.4653 

-0.0825 -0.0181 0.5953 -0.0026 0.1872 0.3754 -0.9343 

以上の点から，従来から行なっているJ1 Sによる剛軟度を中心とした測定だけでは風合い

の解明は難しいことがわかり，今後はKES試験機に代表される応力一歪の測定法は布地の各

種力学特性を反映しており相関性の高い項目も見られ，文，風合いの予ilW式も紳士服寺どでは

作られており大島紬用への応用の可能性は高いので応力一歪特性函からのアプローチを予定し

ている。

今回は，試料数を少在くした機器測定主体であったが，今後官能試験も加味して市場の製品

の特性を反映し得る風合い式を確立し，風合いの客観評価法を織物に活用する方向で研究を進

めて行きたい。

最後に. KE  S試験機による測定に御協力下さいました側カト テック社に感謝を申し上

げます。

参 考文献

1 )川端，風合い評価の標準化と解析(第 2版)繊維機械学会 (1980)
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2. 

2. 

市販原料糸の品質試験

平田清和・福山桂子・上山貞茂

まえがき

本試験は，市販原料糸の市場調査を基礎として，織物素材に対する聞い合せや相談の対処，

及び業界への指導のため，昭和47年から継続的に行なっている試験である。原料糸の品質は，

織物製品に直接影響してくるだけに，販売庖のみでなく各紬工場，染色業者においても大きな

関心事である。また， 最近は従来の大島紬着尺用だけでなく，洋服地やネクタイ地等への利用

も盛んに行なわれて台り，製品の多様化とともに素材に対しでも関心が高まっている。このよ

うな点を踏まえ， 今回も例年同様，原料糸の各物性試験，堅牢度試験を行者い， 技術指導の基

礎資料を得た。 さらに，物性試験については，過去10年聞の経年変化も追ってみた。

試験概要

(1) 試 料

県内14販売庖から提供された白絹糸，泥染絹糸， カッチ染絹糸及び締め用ガス綿糸

①地区別の分類

(7)白絹糸 (表示日付

奄美地区

名i車市内

笠利・龍郷町

鹿児島地区

7目 5匁-12.0匁)

9社(経糸23点，緯糸23点，合計46点)

5社(経糸口点，綿糸17点，合計34点)

4社(経糸 6点，綿糸 6点，合計 12点)

5社(経糸14点，緯糸口点，合計25点)

A 
ロ

(イ)泥染，

言十 (経糸37点，緯糸34点，合計 71点)

カァチ染絹糸(表示日付 7. 3匁-8.8匁)

奄美地区

鹿児島地区

合 言十

6社(経糸10点，緯糸 7点，合計17点)

2社(経糸 2点，緯糸 2点，合計 4点)

(経糸12点，緯糸目点，合計 21点)

{ウ)ガス綿糸(表示番手 80/25)。

奄美地区 2社，鹿児島地区 3社 合計 5社

②試料入手時期

奄美地区 昭和63年10月29日 鹿児島地区 昭和63年11月17日-19日

(2) 試験項目

①重 量:実測目付 (g付).繊度デニール (d). 1紹目付 (g付).番手 (N)

②撚数 (T/m) ⑤合糸本数(本)

@強力 (g).強度 (g/d ) ⑤仲度(%)

⑥染染色堅牢度:各試験(摩擦，熱湯，汗，洗濯)の汚染・変退色

-15ー
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なお，各試験はJIS規格に準 Uて行なった。

3. 結果と考察

(1) 各種物性試験

(1)ー 1 絹糸

①表示目付・実測日付

目付の開差士 5%以内に全体の81%が納っており，昨年の82%.一昨年の81%とここ

3年間安定している。しかし，表示目付が小さくなる(糸が細くなる)と，ぱらつきが

大きく>d:る傾向にあり注意が必要である。泥染，カッチ染糸は，繊度の小さい糸が使用

されており，糸の強伸度が製造工程に及ぼす影響を考慮していかねば告らない。

②撚数

白絹糸で，経糸は276-359回と最大最少で83回のばらつき(平均311土19) ，緯糸は

98-180固と82回のばらつき(平均134:t20) があった。奄美，鹿児島両地区での差はみ

られなかった。図 1に撚数の経年変化を示した。経糸，綿糸ともわずかながら増加じて

いるのカfわかる。

③強力・強度

絹糸強力と目付(繊度)とは強い正の相関がある。今回は，直線回帰式として強力=

15.90 x目付+55.07(相関係数0.85) という式が得られた。泥染，カッチ染糸の強力は

白綿糸よりも小さく，目付30gで15%程劣っている。

強度は，強さの度合いを表した値で，糸の強力を繊度で割り，繊度による強力の変化

をなくした値である。平均で白絹糸は4.9土0.3，染糸は4.2:t0.3で染糸は白糸に比べ0.7

ポイントの減少となっている。また，強度の経年変化をみてみると(図 2)，過去10年

間一定しており品質において安定していることがわかる。

④{申度

白絹糸で，経糸は16-25%(平均2l:t2 %)と 9%のばらつき，総糸は16-23%(平

均20士2%)と 7%のばらつきがあった。染糸は14-19%(平均17士2%)と白絹糸に

対し約15%程低下している。また，伸度の経年変化をみてみると(図 3)，過去10年間

ではそれほど変化はみられ在かった。経と締では経糸の方が緯糸よりも大きく，泥染と

カッチ染ではわずかながら泥染の方が大きい。

(1)-2 ガス綿糸

ガス綿糸 4点，シルケット 1点，合計 5点の試料についての各物性試験結果を表4に示

した。表示番手では80/25であるが実測では71.2-75.6/25であった。ガス綿糸の強力，

強度，伸度はそれぞれ420-457g，2.8-3.2g /d ， 5.1-6.3%であるのに対1.-，シルケ

ットでは541g，3.7g/d， 6.4%といずれも高い値を示した。

(2) 各種染色堅卒度試験

表 3に染色堅牢度試験の結果を示した。洗潜，熱湯試験はすべて 3級以上の良好であるが，

汗試験の酸性溶液では 2-3級以下が2.4%，又，特に摩擦試験では実に81%と依然として

大きな問題点である。(図 4参照)
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表 l 自絹糸:奄美地医

社名 表示 目 付 糸 種 実測目付 繊度d 撚数 合糸数 強 力 強 度 伸 度

記号 〔匁付) げ付) タテヨコ ( 9付) テtニーノレ (T/m) (本) (9) (g/d) (唖)

8.5 31.88 タ フー 30.77 110.8 286.6 5 593.8 5.4 24.9 
8.5 31.88 ヨ コ 30.53 109.9 126β 5 533.6 4.9 20.1 A 
9.5 35.63 タ T 35.89 129.2 323.2 6 637.4 4.9 25.2 
9.5 35.63 ヨ コ 34.4 5 124.0 127.6 6 570.6 4.6 23.1 
8.8 33.00 タ テ 31.31 112.7 323.0 6 601.0 5.3 21.6 

B 
8.8 33.00 ヨ コ 32.20 115.9 126.2 6 568.1 4.9 18.7 

10.5 39.38 タ ア 38.32 138.0 306.6 7 719.8 5.2 20.7 
10.5 39.38 ヨ コ 38.01 136.8 132.2 6 642.4 4.7 18.7 
8.8 33.00 タ フー 33.79 121.6 308.0 6 623.7 5.1 23.1 
8.8 33.00 ヨ コ 32.72 117.8 156.8 6 587.0 5.0 21.9 C 

10.5 39.38 タ テ 37.67 135.6 335.4 6 687.2 5.1 22.4 ~) 
10.5 39.38 ヨ コ 38.58 138.9 135.8 6 661.4 4.8 19.2 
8.5 31.88 タ テ 32.24 116.1 315.0 6 595.0 5.1 22.2 

D 
8.5 31.88 ヨ コ 33.26 119.7 147.0 6 618.6 5.2 21.6 
9.5 35.63 タ ア 34.88 125.6 315.8 6 603.4 4.8 21.4 
9.5 35.63 ヨ コ 36.31 130.7 152.8 日 613.0 4.7 19.6 
8.5 31.88 タ テ 29.19 105.1 320.2 5 529.8 5.0 20.6 
8.5 31.88 ヨ コ 32.52 117.1 150.8 6 547.0 4.7 20.2 E 
9.5 35.63 タ 35.78 128.8 6 625.6 49 予 326.6 21.0 
9.5 35.63 ヨ コ 35.28 127.0 152.2 6 617.2 4.9 20.9 
8.5 31.88 :$t テ 33.65 121.1 303.6 5 598.8 4.9 22.0 
8.5 31.88 ヨ コ 33.59 120.9 131.4 5 574.6 4.8 19.9 F 
9.5 35.63 タ テ 34.76 125.1 304.8 6 624.7 5.0 21.3 
9.5 35.63 ヨ コ 35.91 129.3 122.6 6 640.7 5.0 21.7 
7.5 28.13 :$l テ 25.91 93.3 303.4 5 463.0 5.0 19.8 
7.5 28.13 ヨ コ 32.03 115.3 125.8 6 525.2 4.6 19.5 
8.0 30.00 タ テ 29.54 106.3 138.6 5 504.0 4.7 20.1 
8.2 30.75 ヨ コ 29.32 105.6 292.4 6 464.4 4.4 17.4 

u 
8.5 31.88 タ 7 31.72 114.2 288.6 7 578.4 5.1 20.3 
8.5 31.88 ヨ コ 31.58 113.7 143.6 6 579.0 5.1 21.6 
8.8 33.00 タ テ 33.38 120.2 318.8 5 564.0 4.7 18.4 G 
8.8 33.00 コ 32.23 116.0 5 553.6 4.8 19.2 ヨ 138.6 
9.2 34.50 タ テ 33.15 119.3 320.0 6 568.4 4.8 20.2 
9.2 34.50 ヨ コ 32.94 118.6 141.6 5 609.2 5.1 2!，2 
9.5 35.63 4事 テ 37.55 135.2 340.6 6 557.4 4.1 17.2 
立5 35.63 ヨ コ 33.73 121.4 153.2 6 521.0 4.3 15.6 

10.0 37.50 タ テ 37.08 133五 314.0 7 659.2 4.9 21.2 
10.0 37.50 ヨ コ 38.82 139.8 151.8 7 671.4 4.8 21.8 
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社 名 表示目付 糸 種 実測目付 織度d 撚 数 合糸数 強 力

記 号 (匁付)( U付) タテヨコ (U) テヒーノレ (τ;/m) (本) (U) 

10.5 39.38 タ テ 35.90 129.2 324.8 8 533.0 

10.5 39.38 ヨ コ 38.69 139.3 151.0 8 721.0 

12.0 45.00 タ テ 43.51 156.6 290.8 8 782.1 

12.0 45.00 ヨ コ 44.05 158.6 126.6 8 747.4 

8.5 31.88 タ テ 31.18 112.2 359.0 6 571.6 
H 

9.2 34.50 ヨ コ 34.01 112.4 179.8 6 568.9 

8.8 33.00 タ テ 31.38 113.0 285.6 7 600.4 
I 

144.6 579.0 8.8 33.00 ヨ コ 32.29 116.2 5 

表 2 白綿糸:鹿児島地区

社 名 表示目付 糸 種 実測目付 織度d 曹昆 数 合糸数 強 力

記 号 (匁付)( U付)タテヨコ (U) テ主二一ノレ (τ;/m) (本) (U) 

7.5 28.13 タ テ 31.53 113.5 343.4 6 560.6 

8.6 32.25 タ テ 31.31 112.7 296.4 7 610.6 

J 8.8 33.00 タ ア 32.76 117.9 292.4 7 597.6 

10.1 37.88 タ テ 37.42 134.7 296.8 B 679.2 

10.1 37.88 ヨ コ 36.80 132.5 108.0 8 615.2 

8.3 31.13 タ フー 32.84 118.2 276.4 5 569.0 

K 
8.3 31.13 ヨ コ 30.93 111.3 97.8 5 542.0 

10.5 39.38 争 テ 40.30 145.1 309.0 6 743.2 

10.5 39.38 ヨ コ 39.14 140.9 146.6 6 731.2 

10.1 37.88 タ ア 38.54 138.7 314.2 7 642.8 
L 

713.0 10.5 39.38 ヨ コ 40.00 114.0 172.4 7 

7.5 28.13 タ ア 26.78 96.4 309.4 5 493.0 

7.5 28.13 ヨ コ 27.84 100.2 108.2 5 496.0 

8.0 33.00 タ ア 30.19 108.7 311.0 6 517.0 

8.0 33.00 ヨ コ 29.69 106.9 109.4 日 523.0 

8.8 36.00 タ テ 32.04 115.3 307.4 6 587.2 
M 

8.8 36.00 34.70 124.9 6 ヨ コ 107.2 595.4 

9.6 37.88 タ テ 36.76 132.3 307.2 7 628.0 

9.6 37.88 ヨ コ 35.63 128.3 106.6 7 662.8 

10.1 30.00 タ テ 36.05 129.8 304.8 7 706.6 

10.1 30.00 ヨ コ 38.69 139.3 108.0 7 701.0 

8.0 30.00 ゴタ テ 30.39 109.4 289.6 6 517.6 

N 
8.0 30.00 ヨ コ 28.52 102.7 105.4 6 502.6 

8.3 31.13 タ 7 30.51 109.8 347.0 6 565.0 

8.3 31.13 ヨ コ 30.65 110.3 128.4 6 545.2 

日付は長さ 2500皿を 1紹とし，繊度は長さ 9000mとして表わす。

強り度:繊度(デニーJレ)あたりの強力，強度=強力/テ・ニーJレ
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強 度 伸 度

げ'/d) (骨)

4.1 15.7 

5.2 20.2 

5.0 21.8 

4.7 20.2 

5.1 22.9 

4.6 20.6 

5.3 22.1 

5.0 22.2 

強 度 {申 度

(g/d) (%J 

4.9 22.0 

5.4 23.2 

5.1 22.4 

5.0 21.5 

4.6 17.7 

4.8 22.1 

4.9 20.2 

5.1 23.0 

5.2 22.6 

4.6 22.3 

5.0 21.8 

5.1 20.6 

4.9 20.0 

4.8 19.8 

4.9 20.4 

5.1 22.8 

4.8 21.0 
4.7 20.4 

5.2 20.8 

5.4 23.2 

5.0 22.0 

4.7 18.6 

4.9 19.6 

5.1 22.0 

4.9 20.5 



H 

<D 

表 3 泥染糸及びカッチ染糸

社 表示目付

名 (!IJ付} g付)

A カッテ 7.3 27.38 ヨコ

カッチ 7.7 28.38 タテ

泥 8.0 30.00 ヨコ

泥 8.2 30.75 タテ
Bヵッチ 7.3 27.38 ヨコ

カッテ 7.7 28.38 タテ

C 
泥 7.8 29.25 ヨコ

泥 8.2 30.75 タテ

|泥 8.0 30.00 ヨコ

泥 8.2 30.75 タテ

泥 8.8 33.00 タテ

D 泥 8.8 33.∞ ヨコ

カッチ{名) 7.5 28.13 タテ

カッチ(名) 7.5 28.13 ヨコ

カッチ(鹿) 7.5 28.13 タテ

Eカッテ 7.7 28.38 タテ

F カッテ 7.7 28.88 タテ

G カッテ泥 7.5 .28.13 タテ

カッチ泥 7.5 28.13 ヨコ

H 
混 8.0 30.00 9ァ

泥 8.0 30.∞ ヨコ

物 性

増量後
繊[テ三度

合糸

の目付
撚数

本数

(g付) (d) (1)合}(本)

38.25 l釘 71ωs 4 
40.95 147.4 320.0 5 
40.78 146.8 162.6 5 
46.23 166.4 釦9.2 5 
37.25 134.1 147.6 5 

40.05 144.2 3226 5 
38.35 138.1 154.4 5 

42.55 153.2 321.2 5 

38.53 138.7 107.8 日

40.25 144.9 3176 6 

47.08 169.5 314.0 5 

46.40 167.0 127.6 7 

36.18 130.2 297.8 6 

42.43 152.7 126.6 5 

40.90 147.2 314.6 6 
41.68 150.0 お1.6 5 

43.45 156.4 350.4 6 
39.38 141.8 321.4 5 
39.13 140.9 139.6 5 
35.68 128.4 宮77.2 6 

38.13 137.3 97.6 8 

c 

試 験

本(1 本(2 摩擦強力 強 度 強度
侍疲

試験

(g) gAl) (同 (骨)
回目1 

2 

回目

445.8 4.5 3.2 15.2 2 2 
501.6 4.8 3.4 17.4 2-3 2 
432.8 4.0 2.9 16.6 1-2 2 
必9.5 4.2 2.8 18.2 2-3 2-3 
407.4 4.1 3.0 14.1 2 2 
418.1 4.0 2.9 15.6 2 2 
407.3 3.9 3.0 15.3 2 2 
418.0 4.3 3.1 17.3 2-3 2-3 
476.1 4.4 3.4 18.4 2-3 2-3 
491.0 4.4 3.4 19.1 2-3 2-3 
日2.0 4.2 3.0 16.0 3 3 
431.4 3.6 2.6 17.3 1-2 2 
396.6 3.9 3.0 15.7 3 3-'4 
425.0 4.2 2.8 14.6 2-3 2-3 
393.0 3.9 2.7 14.8 4 4 
463.4 4.5 3.1 19.0 3 3 
394.4 3.8 2.5 14.3 2 2 
460.8 4.6 3.3 18.2 2-3 2-3 
433.6 4.3 3.1 15.0 2 2 
必，7.0 4.2 3.6 17.4 2 2 
490.0 4.5 3.6 18.5 2 2-3 

染 色 堅 牢 度 試 験

熱湯試験
汗 試 験

洗酒試験
酸 性 アルカリ性

，変 汚 染
変

汚 染

変退色

汚 染

退変色

汚 染

退色
退

絹綿絹 綿 色 絹 車浦 車唱 綿

4-5 3-4 4 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4 4-5 4-5 
4-5 3-4 4-5 4-5 3 4-5 4-5 4 4-5 4-5 4 4-5 
4-5 4-5 4-5 4-5 3 4 4-5 4 4 4-5 4~5 4 

4-5 4-5 4-5 4-5 3-4 4 4-5 3-4 4 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4 4 4-5 4 4-5 4-5 4 4-5 4-5 

4-5 4 4-5 4-5 3 4 4-5 10_A 4 4-5 4-5 4-5 

4 4-5 4 4-5 3-4 4 4 
34 -4 

4 4-5 4 4-5 

4 4-5 4-5 4-5 2-3 3 4-5 3 4-fi o q 

4 4-5 4-5 4 3 4 4-5 4 4 4 4 4-5 

4-5 4-5 4-5 4-5 3-4 4 4-5 3-4 4 4-5 4-5 4-5 
4 4-5 4-5 4-5 3 4 4 3-4 3 4-5 3-4 3-4 

4-5 4 4-5 4 3-4 3-4 4-5 4 4 4-5 4-5 4-5 

4-5 3-4 4-5 4-5 3-4 4-5 4-5 4-5 4 4-5 4-5 4-5 

4 4-5 4-5 4 4 4-5 4 4-5 4-5 4-5 4 4 
4 3 4 4-5 3 4 4-5 3-4 4 4-5 4-5 4-5 

4-5 4 4-5 4-5 3 4-5 4-5 A 4-5 4-5 4-5 4-5 

4 4-5 4-5 4 4 4-5 4 4 4 4-5 4-5 4-51 
4-5 4-5 4-5 4-5 3 4 4-5 4 4-5 4-5 4-5 4-5 

4-5 4 4-5 4 4-5 4-5 4 4-5 4-5 4-5 4-'5 4 

4-5 4-5 4-5 4-5 4 4 4-5 4 4 4-5 4-5 4-5 

4-5 4-5 4-5 4 4 4-5 4 4-5 4-5 4 4-5 4-5 

本(1 :繊度=糸長9000mの重さ
牢(1田強度=強力 (g)を表示目付による繊度で割った値
車(2目強度=強力 (g)を増量後の目付による繊度で割った値
(名):名瀬産 (鹿):鹿児島産

「
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表4 ガス綿糸

社
糸 種

名

ガス綿 糸
A 

ガス綿糸

B ガ ス綿糸

C 
ガス綿 糸

シノレケット

表示番手 実関掻手 繊度 総批燃 合糸数 強力 強度 何度

(ル令S)(ル/2S)テ2ニ-;l{jω ('Vm) (本) (g) (v也) (骨)

80 75.6 140.6 965 2 457 3.1 5.1 

80 75.0 141.7 892 2 430 3.0 5.3 

80 71.2 149.3 965 z 420 2.8 6.3 

80 75.6 140.6 952 z 444 3.2 6.2 

80 73.0 145.6 957 2 541 3. 7 

綿番手:454g， 768mの太さの糸を l番手としたときの番手数で表す

番手~(長さ/重さ) x ( 454/768) 

表5 糸種別各物性試験結果

糸 種
繊 度 撚 数 合糸数 強 力 強 度 {申 度

n 
(T/m) (本) ( g ) (骨)テ三ニー"]，{d) (g/d) 

白 タテ 37 93-157 
276-359 

5-8 
463-782 4.1-5.4 16-25 

絹
( 311土19) (600:t72) ( 5.0士0.3) (2l:t2) 

糸 100-159 
98-180 

5-8 
49告-742 4.3-5.2 16-23 

ヨコ 34 
(134土20) (600土70) ( 4.9士0.2) (20士2) 

泥 タテ 5 108-111 
277-321 457-502 4.2-4.4 16-19 

5-6 

染
(308士16) (480士16) ( 4.3士0.1) (18士1) 

糸 105-119 
98-163 407-490 3.6-4.5 15-19 

ヨコ 5 5-7 
( 130士25) (448士31) ( 4.1士0.3) (17土1) 

手ぅ。 タテ 101-104 
298-352 393-502 3.8-4.8 14-19 

7 5-6 
(326士18) (433士40) ( 4.2士0.4) (16士2)

染糸 4 99-101 
127-148 407-446 4.1-4.5 14-15 

ヨコ 4~5 
(139士8) (428土14) ( 4.3士0.1) (15士0)

自絹糸 71 93-159 5-8 463-782 
4.1-5.4 16-25 

( 4.9士0.3) ( 21士2) 

染 糸 99-119 4-7 298-5'02 
3.6-4.8 14-19 

21 
( 4.2土0.3) ( 17土2) 

繊度:白絹糸は実測目付に対する繊度，染糸は表示目付応対する繊度
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図1 撚り数の経年変化
図2 強度の経年変化 図3 伸度の経年変化

図4 摩擦及び汗堅牢度試験

摩擦堅牢度 汗(酸性)堅牢度
汗(アルカリ性)堅牢度
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3. 古典紋柄の調査

恵川美智子

1. まえがき

奄美地区には，大島紬や芭蕉布を始め種々の古典織物の製品が数多く残されている。その中

には，現在製造が行われてい奇い織物もかなりある。このことから古典織物の調査と復元を

行うことが望まれる。これまでに，当センターでは大島紬を中心にして研究が手掛けられて

いる。 1)2) 3)さらに大島紬以外にも，平織の緋・縞・格子・無地，紋織の浮織・花織・ウレグ

シ織，裂織のウジヨウ等がある。そこで今回は，織組織の変化による多様試金}の一環として，

特に平織の変化組織である花浮織の浮織と花織について，紋柄の復元を目的として織物調査を

行った。

2. 研究内容

(11 調査方法

現存する製品の写真撮影・聞き取り調査及び当センター資料 1)幻 3)討を基に資料の収集を

査を行った。

①調査地区・調査点数

名瀬市・笠利町・竜郷町・大和村などで 20点

②測定

一完全模様の品数・糸密度・厚さ

なお，厚さ測定はJ1 S規格に準ピて行い，測定条件は温度 20士2OC，相対湿度65

士2%で行なった。

3. 調査結果と考察

(11 調査撮影内容

(表 1)に調査撮影内容について示す。今回は，浮織 7点・花織 12点・浮織と花織を組

合せたもの 1点、の合計 20点を調査撮影した。紋柄内容としては，経無地に紋柄だけのもの

や，経縞・格子・緯緋等と紋柄を組合せたものであった。内訳としては，経無地8点(浮織

3点・花織 5点) .経縞 10点、(浮織 2点・花織7点うち 2点締緋入り・浮織と花織を組合

せたもの l点) .格子 2点、(浮織 2点うち 1点線緋入り)であった。また，④浮織と⑬花織

は同一図柄で織技法を異にしたものであった。
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(表 1)調査撮影内容

番号 種 類 所在地 製造地 制作年代 備 考

1 f手 織 名瀬市 大和村 江 戸 後 期 経縞

2 花 織 名瀬市 大和村 江 戸 後 期 経縞

3 花 t哉 名瀬市 大和 村 明治 43年

4 子手 織 名瀬市 大和 村 江 戸 後 期

5 花 織 名瀬市 大和 村 江 戸 後 期 経縞

6 子手 織 笠利町 笠利町 明治 20年 u 
7 花 手議 竜郷町 竜郷町 経縞

8 花 織 竜郷町 竜郷町

9 花 織 竜郷町 竜郷町 明治 40年 経縞

1 0 花 織 大和村 大和村 江 戸 時 代

1 1 花 織 大和村 大和村 明 治 時 代 経縞

1 2 花 織 東京都 大和村 江 戸 後 期

1 3 花 織 東京都 大和村 江戸後期

1 4 t手 織 東京都 大和村 江 戸 後 期 格子・緯緋入り

1 5 花 織 東京都 大和 村 江 戸 後 期 経縞・緯緋入り
u 

1 6 花 織 東京都 大和 村 江 戸 後 期 経縞・緯緋入り

1 7 浮織・花織 東京都 大和 村 江戸後期 経縞

1 8 t手 織 東京都 大和村 江 戸 後 期 経縞

1 9 浮 織 東京都 大和村 江 戸 後 期 格子

2 0 y芋 織 東京都 大和村 江 戸 後 期

-23ー



¥ノ

」ノ

121 測定結果

(表 2)にー完全模様・糸密度・厚さの測定結果について示す。なあ、.糸密度・厚さについ

ては13点について測定を行った。

(表 2)ー完全模様・糸密度・厚さの測定結果

一完全模様 糸密度

厚き
番号 品数(品) 糸数(本) 紋綜統 (本/cm) 綿糸構成比

(mm) 
経糸引き込

タテ ヨコ タテ ヨコ 枚数(枚) み本数(本) タテ ヨコ 地組織 紋組織

1 6 6 44 44 6 2 18.5 24.0 12.0 12.0 0.728 

2 3 3 32 32 3 4 20.0 24.6 12.3 12.3 0.695 

3 6 6 40 40 6 4 18.3 26.6 13.3 13.3 0.317 

4 4 4 56 56 4 4 

5 5 5 32 32 5 4 

6 5 5 20 24 5 1 17.8 12.8 7.5 5.3 0.693 

7 4 4 24 28 4 4 

8 4 4 24 24 4 4 

9 8 日 56 56 8 4 

10 4 4 24 36 4 4 

11 4 4 12 16 4 2 

12 6 6 72 72 6 4 28.0 28.0 14.0 14.0 0.254 

13 4 4 56 56 4 4 28.0 32.0 16.0 16目。 0.331 

14 2 2 32 30 2 2 22.0 17.0 15.0 2.0 0.568 

15 6 6 48 48 6 4 26.0 36.0 18.0 18.0 0.416 

16 B 8 56 56 8 4 30.0 36.0 18.0 18.0 0.302 

17 9 9 48 54 7 4 27.0 32.0 14.2 17.8 0.659 

18 9 9 24 40 7 2 18.0 35.0 22.0 13.0 0.843 

19 6 6 28 42 6 (2・4) ( 2・1) 19.0 31.0 18.0 13.0 0.805 

20 6 6 44 80 6 2 18.0 32.0 16.0 16.0 1.131 
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① ー完全模様

(7) 紋の品数

品数は，タテ ヨコ共に 2-9品であった。

{イ)糸数

糸数は，最大が経糸は⑫花織の72本，締糸は⑫浮織の80本ヤあった。なお，最小は'⑪

花織の経糸12本綿糸16本であった。

(ウ) 紋綜統

紋綜統の使用枚数は. 2-8枚であった。経糸引き込み本数は 1本・ 2本・ 4本の 3

種類であり，⑬浮織の場合は経糸 2本引き込みの紋綜続が 2枚 1本引き込みの物が4

枚であった。

②糸密度

糸宙度については，経糸は約18本/cm-30本/cmであった。緯糸は約13本/cm-36本/c血

で紋糸の占める割合は 2本/cm-18本/cmであった。

③厚さ

厚さについては.0.254凹-1.131凹であった。

4. まとめ

今回の古典紋柄の調査は，古典紋柄の復元を目的としたので調査点数は20点と少なかった。

調査した古典織物に使用されている原料糸の種類と使用方法は，大島紬の様に絹糸一辺倒で奇

かった。種織は，木綿・芭蕉・その他数種類に及んだ。使用方法は，単一原料糸のみでなく数

種類の糸を組合せた物もあった。染色については，藍染めを基調にした物が多しその他の染

色糸も多数使用されている。このことから，今後の課題として原料糸素材や染色法についても

検討を行うと共に，さらに奄美各地域には多くの古典織物が残されているので，古典織物の

調査を行い資料の蓄積と研究内容の充実を図りたい。

参考文献

1 )今村順光，冨山晃次，徳永嘉美，鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告書 44 (198l) 

2)今村順光，徳永嘉美，冨山晃次，鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告書 21 (1982) 

3 )冨山晃次，鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告書 99 (1986) 

4)恵川美智子，押川文隆，鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告書 68 (1986) 

最後に，本研究の取材調査を行うに当りご協力いただいた，奄美歴史民俗資料館，笠利町

歴史民俗資料館，奄美染色資料館，長田須磨氏(東京在)に厚くお礼申し上げます。
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4. 古典紋柄の復元

恵川美智子

1. まえがき

本試験では，古典紋柄の調査で収集した資料を基に，紋柄図案を作成し織物での紋柄の復元

を行った。

2. .復元内容

3. 

(1) 紋柄図案の復元

調査資料20点について.紋柄図案を作成し紋柄の織出し方法等を記入して，織物復元が容

易に行えるようにした。

(2) 織物の復元

織物の復元は，調査資料の中から 15点についてを行った。実物の製品では，経糸密度は

約18本/cm~30本/cmであったが，今回は紋柄の復元に重点をおいたので筏密度はすべて13

羽/cmに1.-.総耕入りもあったが緋糸は使用せずに復元を行った。

①原料糸 大島紬用練絹糸を使用した

(ァ) 経糸 S撚 300T / m 319 /2500m i尼染め

(イ)綿糸 S撚 100T/m 409 /2500m 合成染料染め

② 製織方法 高機による手織り

(ア) 織組織 平織から誘導される変化組織(浮織・花織)

(イ) 緩密度 13算

(ゥ) 紙幅 40cm 

(エ)綜統 地組織用(地綜統)単綜統 2枚

紋組織用(紋綜統)下半綜統 3-8枚

(ォ)紋綜統の引き込み 経糸 2本 4本

結果と考察

(1) 紋柄図案の復元

紋柄図案の復元図を図1の①~⑫に示し，その内容説明については古典紋柄の調査に記載したの

で省略する。な台，糸使い及び紋柄の織り出し方法は<Di手織の 1列のみを記載し他は省略する。紋

柄の織り出し方法については. (表 1)に紋綜統の引き込み方法を. (表 2)に紋総統の関口方法を示す。

①浮織

(ア)糸使い

経糸は，地糸 9本越に縞糸 1本を配列する。緯糸は，地組織糸と紋組織糸は別糸にする。

岳お，地組織は地糸の 1色のみとする。紋組織は，地糸と色の異なる 1種類の紋糸を使用する。
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(表 1)紋綜統の引き込み方法

紋綜統番号 経糸 (本)

l ② 10②(  18② 10② 10②) 

2 2② 10②(  14② 10② 2② 10②) 

3 4② 10② 10② 10②(  6② 10② 10② 10②)  

4 6② 10②(  6② 10② 10② 10②) 

5 8② 10② 2② 10②(  14② 10② 2② 10②) 

6 10② 10② 10②(  18② 10② 10②) 

O経糸を引き込む )繰り返す

(表 2)紋綜統の開口方法

方 法 紋綜 統 番 号

1 1 5 

2 4 6 

3 3 5 

4 2 4 

5 1 3 

6 2 6 

(イ) ー完全模様の糸数

糸数は，タテ44本・ヨコ44本(地糸22本・紋糸22本)であ

る。

(ゥ)紋の品数

品数は，タテ・ヨコ共に 6品である。

(.I)紋綜統の引き込み方法

紋綜統の経糸引き込み本数は糸 2本で，紋綜統を 6枚使用

する。

(ォ) 紋綜統の開口方法

紋綜統の関口は，紋綜統 2枚を 1組にして同時に操作を行

う。

(カ) 紋柄の織り出し方法

紋柄の織り出しは，紋綜統を関口方法 1-6'1-6・5

-1・6-2の順に l順の操作を行って織り出す。なお，緯

糸の織り込みは，地組織 1回 紋組織 1回を繰り返す。
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図1 紋柄図案
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緯糸 1本経糸 1本i浮織

綿糸 1本経糸 2本浮織

緯糸 l本経糸 4本浮織

綿糸 1本経糸 2本花織

口

緯糸 l本経糸 4本花織

織物の復元(2) 

それ紋柄図案を基に織物復元を紋柄図案①~⑤・⑦~⑬・⑬~⑬の15点について行い，

ぞれの紋柄の織布試料を得ることができた。製織について，紋綜統の操作では②花織の様に

3枚の紋綜統を 1枚ずつ単独に操作する簡単在ものから，⑨花織の様に 8枚の紋綜統の中か

u ら必要な 3枚を選んで 8種類の組合せを行ない，順番を組んで 3枚を同時に操作して紋柄を

イザリ機の時代にこの様な織物が製造されていたことに織り出す複雑な物も含まれており，

織物技術水準の高さを伺い知ることができた。

まとめ4. 
奄美の織物の旧技法には高度の技術があ紋柄図案の復元20点中織物復元は15点であったが，

さらに資料の収集調

資料の蓄積を図り研究内容を充実させて行きたい。
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ったことが解った。今後残り 5点についても織物復元を行うとともに，

査と紋柄図案及び織物の復元を行って，
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5. 大島紬の小ロット加工に関する試験

福山秀久

1. はじめに

現在，大島紬は12-16反を lロットとして製造されているが，問屋等，前売りサイドとの各

種懇談会に於て小ロットを望む声がJ><聞かれる。昭和48年頃には説品が70%.市場品が残り

30%ぐらいであったものが，現在は挑品が10数%ぐらいではないかと言われている。その理由

としては，同一柄が16反もあると完売するのは難しく，在庫品の増加につながることから説品

の図案を出す問屋が少なくなってきたためである。

小ロット加工については，昭和60年度に手取り 2本での一反分緋加工実用化試験を行ってい

るが，この手取り本数を少なくする方法は一反あたりのコストが高くなってしまうという欠点

がある。

現在，コストにはね返らない方法として，異色糸抱合による緋色の違う同柄の製品を製造す

る方法が広く使われているが，今回の試験ではコストにはね返らない小ロァト加工の一方法と

して，泥染大島紬用緋糸の自大島紬への転用を考えてみた。

2. 試料作成

泥染大島紬とその緋糸を転用した白大島紬，それぞれの十の字緋詰めの実物見本を作成し，

双方に最適な十の字緋の大きさ(ガス綿糸引込み本数)の検討を行った。

(1) 使用絹糸

経緋糸及び締緋糸には32g/2500mの絹糸を使用，自大島紬の経地糸には40g/2500mの

絹糸，泥染大島紬の経地糸には31g/2500mの泥染糸を使用した。締地糸も白大島紬には40

g /2500mの絹糸， ~尼染大島納には31g /2500mの泥染糸を使用した。

(2) 織締法

①経緋締め

抱合数16本とし締綾として14算の密度の筏を使用，ガス綿糸引込みモト数 4-7モトまで

の4段階の緋とし，ガス綿糸引込み間隔はそれぞ会れ 4羽 1問(4羽越)とした。

経緋締法には通常，普通締めが使用されるが今回の試料作りでは経方向へのガス綿糸の引

込みモト数を変えるため，交代締めを使用した。

②締緋締め

抱合数12本とし15.5算の密度の畿を使用し，ガス綿糸引込みモト数は 4-7モトの 4段階，

ガス綿糸引込み間隔は 4羽 1聞とした。

緋締法には普通締めを使用した。

(3) 染色法

シャリンパイ泥染め
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(4) 製織条件

織肢は15.5算の密度の肢を使用，経糸の配列を緋糸 2本地糸 2本の 1モト越式とし，緯糸

の織込みも緋糸 2本地糸 2本の 1モト越式とした。

織上がりの状態は図ー 1のとおりである。

図 1 試料織上がり図

白大島紬

※図の中の数字は

経緋締めガス綿糸引込みモト数*締緋締めガス綿糸引込みモト数である。

※ l モト ~2 本

3. 試料理tl定

自大島紬.j，尼染大島紬の 4*4-7*7までの，それぞれの試料32種類について東京電色T

C -1800カラーアナライザーによる反射率の測定を行った。

4. 十の字緋噌好調査

本場奄美大島紬協同組合検査員及び，当センター職員の計24名を対象に，閉じ引込みモト数

の自大島紬と泥染大島紬の組合せで，双方共に十の字緋の最もきれいな組合せのものを 1組選

んでもらった。

結果と考察

反射率測定の結果を図-2，図-3でみてみると，自大島紬.j，尼染大島紬とも緯緋締めガス

綿糸引込みモト数が大きくなるにつれて反射率も高くなっている。文，経緋についても引込み

モト数が大きく在るにつれて反射率は高くなっている。
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図-2 ガス綿糸引込み本数の反射率 図-3 ガス綿糸引込み本数の反射率

'に与える影響(泥染大島紬) に与える影響(自大島紬)

42h l経餅引き込み本数 72 
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総緋締ガス綿糸引き込み本数(モト) 緯車淋帝ガス綿糸引き込み本数(モト)

u 緯緋の反射率への影響を図 4，図 5で見てみる。これは，経緋締めガス綿糸引込みモト

数と，締緋締めガス綿糸引込みモト数の組合せが逆同士のものを比較したグラフであるが.j，尼

染大島紬の場合多少バラツキがみられる。白大島紬のグラフをみてみると.線緋締めガス綿糸.

引込みモト数の多い方が反射率が高くなっている。これから経緋よりも緯緋の方が反射率への

影響が大きいことがわかる。

) 

図 4 経緋及び緯緋の反射率への影響 図 5 経緋及び緯緋の反射率への影響
(泥染大島紬) (白大島紬)
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経本線ガス綿糸引き込み本数(モト) 経*緯ガス綿糸引き込み本数(モト)

目視による十の字緋噌好調査の結果，経緋締めガス綿糸引込みモト数 6モト*緯緋締めガス

綿糸引込みモト数 7モトと経緋締めガス綿糸引込みモト数 7モト*緯緋締めガス綿糸引込みモ

ト数 6モトと，ガス綿糸引込みモト数の多い試料を選んだ人が24名のうち 5名ずつで最も多か

った。

その理由としては，通常十の字緋のガス綿糸引込みモト数は 4モトで行っているが，今回の試

験では泥染大島紬用の緋糸を自大島紬に併用したため.泥染大島紬では緋になる部分が白大島

紬では地の部分となる。そのためガス綿糸引込みモト数が少奇いと白大島紬の地部分が汚染さ

れて見えることが考えられる。
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この試験での製法による製品作りを考えた場合，泥染大島紬の緋部分と地部分が白大島紬で

は逆になるために，デザイン面での検討を要する。

表-) 十の字緋晴好調査

ガス綿糸引き込み

モト数(経*締)
4 * 4 4 * 5 4 * 6 4 * 7 

人 数 。 。 2 1 

ガス綿糸引き込み
5 * 4 5 * 5 5 * 6 5 * 7 

モト数(経*緯)

人 数 2 。 。 。

ガス綿糸引き込み
6 * 4 

モト数(経*緯)
6 * 5 6 * 6 6 * 7 

人 数 2 3 1 5 

ガス綿糸引き込み
7 * 4 7 * 5 7 * 6 7 * 7 

モト数(経*緯)

人 数 1 。 5 2 
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6. 加工用糊剤の最適化に関する研究

平田清和福山佳子上山貞茂

1. まえがき

u 

現在，大島紬の製造工程に使用されている糊剤は海苔類を主体にした天然糊系とカゼネ ト，

CMC等の合成糊系とがありそれぞれ大島紬の緋製法の特長である糊張り工程や最終製品の地

風に関連する仕上用として多量に使用されている。しかし，分業体制で手作業が主であり工程

の合理化や品質の安定化の為の機器導入は遅れており製品の多様化を進める上での糊剤の客観

データは不足している。今回は産地で主に使用されている糊剤のj重度，粘度と温度との関連古、

ら自動サイジングの可能性について検討していく。 図 1 温度ー粘皮

…「一一一一て-
2. 実験

1 )測定試料 5種類
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浪皮(0.86% 1.58% 2.66%) 

クレインゲル

濃度(0.96% 1.89%) 

2 )測定条件

蹴測定制計 B型粘度計(車}it~t器製側)

温度来件 2025 30 35 40 45 50 55 60'C 
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測定の結果得られた各試料の混度一粘度の関係を図 1に示す

フノリ，カゼ不一ト， CMCについては粘度の対数値が温度と直線回帰の関係，イギス，クレ

インゲルについても40'C以上ではほぼ直線回帰の関係と見られるが温度が低下するとゲル化し

て急激在粘度増加の傾向を見せることがわかるのでそれぞれの粘性の特長をふまえて使用に注

意する必要がある。 ?J~皮についてもほぼ比例関係が有るので適切な粘度を選定するには糊剤の

糸との付着量と糸の状態の把握が必要であるので継続しでデータの収集を予定している。

粘度についてはデータの再現性など問題点も有るものの，温度 粕度 濃度開に比例関係が

有ると考えられるので糊剤の濃度で粘度の幅を設定し必要在粘度は温度でコントロールして行

くことで糊付けの自動化は可能であり，他産地で使用されている一本糊付機等の導入や糊張り

糸への応用を行うことにより工程の合理化がはかられるものと思われる。

-38-



7. シャリンパイ抽出の高効率化に関する研究(I)

植物染液自動抽出装置運転試験

西元研了 赤塚嘉克

1. まえがき

昭和62年度中小企業技術高度化事業「本場大島紬染色工程のシステム化」において植物染被

自動抽出装置の開発が行われ，本場奄美大島紬協同組合に導入された。機械装置の設計・製作

を株式会社フジヤマ(鹿児島市)が行い，当センターでは，その運転研究を担当した。この事

業は昭和62，63年度の 2年間で大島紬の泥染め及び植物染料染色に用いられる植物染液を製造

するシステムの開発を行うものであり，本年度はまず抽出装置部分の開発が行われた。さらに

63年度は濃縮及び保存技術の開発が行われる。

現在大島紬の染色では，その染i液の製造をほとんど染色業者自体が各工場毎に行って台り，

染料植物(泥染めではシャリンパイ)をチップにしたものを釜を使って長時間煮沸して染液を

得ている。この方法は容易であるが抽出効率が低<，長時間を要するため，資源の椛保及び作

業の効率化のため，染液製造の技術開発が望まれていた。

今回は開発された植物染液自動抽出装置でのシャリンパイ抽出における運転研究結果につい

て報告する。

2. 装置の概要

開発された抽出装置の概略を図 lに示す。装置

は主に抽出槽，貯槽，ボイラーから構成されてい

る。

粉砕機で細粉化されたチップを抽出槽に入れ，

抽出槽， JI'宇槽，ボイラーに注水(全量60e)する。

ボイラーに点火し，抽出槽への蒸気投入 (15kg/

h r )による水位上昇分を 300メッシュストレ

ーナーを通して貯槽に排出する。抽出液はボイラ

ーに還元し浪縮され，発生する蒸気は再び抽出槽

に炊き込まれる。運転中は抽出槽内の抽出液をポ

ンプで循環させ，アルカリ注入により pHを自動

調整する。またボイラー，抽出槽，コンデン吋ー

の温度は自由に設定でき，このpH 温度の測定

値は記録計に記録される。さらに抽出憎の抽出液

は連続的に測色され，運転終了の判定を自動的に

行う。これらのシ旦テムの制御は制御盤内のシー

39 -

3 
1 Extraction bath 
2 Stock tank 
3 Boi ler 
4 Conden5er 
5 Control valve 
6 Strainer 
7 Alkali tank 
8 pH meter 
9 Color 5en5er 
10 Pump 

図 1 植物染液自動抽出装置
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¥.) 
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ケンサーにより自動で行われる。

なお，装置の特長は系内をクローズドシステムとして，対I出効率の向上と多種原料の自由な

温度での抽出試験を目的としている。

3. 運転試験

3. 1 実 験

3. 1. 1 試料の調整

染料植物であるシャリンパイは，通常大島紬泥染めに使用されている市販のシャリンバイチ

占プを使用した。細紛化による抽出効率の向上を図るため)，自動抽出装置では，この粗チッアを

さらにウイレー式紛砕機で8醐パスに細紛化して使用した。

3. 1. 2 抽出試験

細紛化したチップ 5kgを抽出槽に入れ，抽出槽が沸点に達してから 5%N.OH溶液を使い

抽出槽内を一定の pHに保ちながら抽出槽への蒸気投入により排出される抽出液を 1時間毎に

分取し 6時間抽出を続けた。運転中に pH調整のなめに消費された 5%N a 0 H溶液は pH

7でO.2 e， p H 8で0.5e， p H 9で2.5eであった。

3. 1. 3 抽出液の測定

分取した抽出液について pHとタンニン護度を測定した。 pH測定はHORIBA製Mー7

Eを使用し，タンニン定量では目立 200-20モノクロメーターにて 28 0 n mの吸光度を

測定し. Lowenthal氏法による定量値に換算した。

3. 1. 4 試験染色

抽出液を通常使用されている染液の pHに調整するため)，酢酸で pH 5.5に調整し，この 50

dで絹布(染色竪ろう度試験用添付白布，絹 2-2号)3}の 6x 6 cmを60oCで 1時間浸染した。

水洗後自然乾燥し，この 3x 6 cmだけをさらにO目 5%硫酸第一鉄溶液で常温で30分間媒染した。

染色布は東京電色TC-1800カラーアナライザーにて測色を行った。 400nm-700

n mの20nm;;'1!のK/S値の合計を染色濯度と LC

3.2 結果と考察

3. 2. 1 抽出液のPHと空ンニン濃度

71レカリ無添加とpH 7， p H 8， p H 9の抽出条件で運転し 1時間毎に分取した抽出液

のp Hとタンニン濃度及び絹布の染色濃度を表 1に示す。
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表 1 抽出液のpHとタンニン量及び染色浪度

pH settig Time 

(hr) 

No control 0-1 
1-2 
2-3 
3-4 
4-5 
5-6 

0-1 
1-2 
2-3 
3-4 

4-5 
5-6 

6.5-7.0 

7.5-8.0 0-1 
1-2 
2-3 
3-4 
4-5 
5-6 

0-1 
1-2 
2-3 
3-4 

4-5 
5-6 

8.5-9.0 

pH 

T

5

2

3

3

2

7

1

2

1

0

0

一4
7
6
4
5
5

一2
3
2
9
9
8

4
4
5
5
5
5
-
5
6
6
6
6
5

一5
6
6
6
6
6

一9
9
9
8
8
8

s
i

口、，，一

0
・1
1
一6
3
4
0
0
4
一0
6
3
0
9
6
一4
1
8
2
0
4
一4
2
2
9
0
3

n

/
一6
6
5
4
3
2
一6
6
5
4
2
2
一6
8
6
5
4
3
一5
9
6
1
9
T

c
n
g
一
・
・
・
・
・
・
一
・
・
・
・
・
・
一
・
・
・
・
・
・
一
・
-
-
-
-
-

n
a
{
一D
O
D
O
D
o
-
D
O
D
O
D
O
-
0
0
0
0
0
0

一1
1
1
1
0
0

D

T

 

c
 

Dyeing depth 
Mordanting 
without Fe 

T
2
6
5
5
7

一0
5
2
I
B
-
-
3
1
3
8
2
0

一3
1
8
8
9
9

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

0
1
8
8
T
6
一2
3
4
8
6
5
一5
0
9
6
T
5
一2
8
8
5
1
8

1

1

一1
1

1

-

1

1

一2
1
1
1
1

2
2
7
T
1
4

一1
2
T
0
2
9
0
5
T
T
6
2
-
T
9
0
6
4
2

2
2
5
3
1
8

一0
1

8

0

5

1

0

2

0

3

2

9

一9
T
7
0
3
T

2
2
2
2
2
1

一3
3
2
2
1
1

一3
2
2
1
1

一3
3
3
3
2
1

u 

u なお，抽出液の分取は』抽出槽が沸点に達してから開始し，このとき同時にアルカリ添加によ

るpH調整を始めた。なお沸点に達するまでの聞に抽出槽から geの排出があり，これはタン

ニン濃度0.2g/eであった。

まず装置運転における抽出液の浪縮効果について見ると，抽出装置の運転方式として，抽出

槽かちの排出液をボイラーに還元せず回収蓄積していく方式(非循環方式)と抽出液をボイラ

ーに還元し運転終了後に全量を回収する方式(循環方式)について，その抽出液漣度を比較し

た。抽出槽からの排出液量(約15e/h r )及び沸騰前の排出液量，抽出槽の液量から計算す

ると，非循環方式で沸勝前の排出液も回収した場合には沸騰後約 1時間までの運転では非循環

方式の運転がより高濃度の抽出液が得られ，沸騰前の排出液を廃棄した場合には沸騰後約 2時

間までの運転で非循環方式がより高浪度となる。これ以上の長時間運転で循環方式における浪

縮効果が得られることが分った。
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次に抽出槽のpH設定についてI;j:.いずれのpH 

設定の運転でも抽出槽が沸点に逮してから 2-3時

間までの分取した抽出液の濃度が高しこの聞の抽

出速度が大きい。図 2に示した分取した抽出液の量

と濃度から抽出量を求めた抽出曲線でも明らかなよ

うに，タンニン抽出量は抽出槽の設定pHが無調務

(p H 5. 5 -6. 0)からpH 8までの範闘ではアル

カリ添加による抽出量の増加の割合いは小さいが，

p' H 9では大きな抽出量が得られている。通常の釜

煮出しによるシャリンパイ抽出では約 7g/kgw 0 

o dの抽出量であることから，この装置では 6時間

の運転でpH無調整で約 40 %. p H 9で約 30 0 

%の収量増となっている。
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図Z 抽出時間と抽出量の関係

0無調整口pH 7 

.p H 8 ・pH 9 

3. 2. 2 抽出液の染色性

1時間毎に分画分取した抽出液で絹布を浸染，鉄媒染1.-.抽出液の染色性を明ベた。

染色布は抽出液の浪度に応ビた染色浪度の違いばかりでなく，抽出時のpH及び抽出時間に

よって色調にも違いが見られた。この色調の違いを明らかにするため.400n m と700nmの 2

波長でのK/S値をプロ γ トした。図 3に未媒染の染色布，図 4に鉄媒染後の染色布のそれ

を示した。 K/S値は染着量に比例した数値であるので，染着成分が同ピで染色濃度のみが違

う場合には同一直線上にプロットされるはずである)。
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未媒染の染色布ではアルカリ無添加の沸騰後 2時間までの抽出液で染めたものが，その他の

ものと異なった色調である。鉄媒染後の染色布では抽出時の設定pHで色調が異なっている。

アルカリ無添加及びpH 7に設定した場合にはほぼ無彩色のグレーに告り. p Hを高〈設定し

たものほど赤味の強いブラウン系のグレーに染色された。

このことから抽出時のpH条件によって抽出液は異なった染色性を示し. p H 7以上のアル

カリ性条件で抽出したものでは鉄媒染で無彩色の黒色を得ることは困難であり，黒色を目標と

するシャリンパイ泥染めへの染液としての利用には不適であると予想される。

実際lこpH 9の設定で抽出液を採取し，紹糸を泥染め染法にて染色したところ重量増加も少

辛<.黒色にならずに暗褐色の染色糸に在った。

この抽出時pHの染色性への影響については，別の実験で通常の釜煮出しでの抽出液をNa

OHでpH 12にして 1時間煮沸し，冷後AcOHでpH 5.5に調整し染色試験を行い， 71
)カ

リ煮沸による影響を調べた。 7Jレカリ煮沸を行わない原試料及び同量のNaOHを加え煮沸せ

ずに直ちにAcOHにてpH調整を行った対照試料では，鉄媒染でほぼ無彩色の黒色となった

が，アルカリ煮沸を行ったものは暗褐色に染色された。また抽出液の色もアルカリ煮沸で赤褐

色から黒褐色への変化が見られた。このことから，抽出装置での設定pHによる抽出液の染色

性の相違は，アルカリ性条件での煮沸による抽出成分の変性に起因しており，これが鉄媒染

での発色に影響を与えているものと考えられる。

したがって，泥染めへの使用を目的としたシャリンパイ抽出ではpH 7以下での抽出を行う

必要があると考えられる。

4. まとめ

植物染液自動抽出装置の運転試験として異なる pH設定で抽出槽から排出される抽出液を時

間分画し，分取した抽出液の濃度及び染色性について調べた。得られた結果は次のとおりであ

る。

①抽出槽沸騰から 2-3時間までの抽出速度が大きく，設定p H 9以上で特に抽出量が大きく

なる。

②非循環方式は循環方式に比べ，沸騰前の排出液から回収する場合沸騰後 1時間まで，沸騰前

の抽出液は廃棄する場合沸騰後 2時間までの運転で高濃度の抽出液が得られる。

③p H 7以上のアルカリ性で抽出すると抽出成分の変性のためその染色性が従来のものと異な

り，鉄媒染でプラウン系の色に在り無彩色の黒色が得られ在い。

変性のメカニズムの解明については研究課題とし，今後さらにシャリンパイ以外の植物染料

の抽出条件についても検討し，得られた抽出液の漉縮，保存法についての研究開発を引続き行

っていく。

本研究に際し，試料提供及び運転試験にご協力いただいた本場奄美大島紬協同組合円野勝彰

氏，。掛7ジヤマ大重正年氏に感謝いたします。
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8. インジゴ系染料及び琉球藍生葉染色糸の鑑別法

村岡博司 赤塚嘉寛

1. はじめに

大島紬の藍染色糸の鑑別に関しては，過去数十年間その必要性が婆求され，当センターでも

過去数回にわたって研究が行われてきたが確立するに至らなかった。

染色物中の染料の鑑別は，まず最初に着色品(染料)の抽出溶媒を決定し，着色品を抽出す

る。抽出した色素の同定は，適当なクロマトグラフィーで分離，議縮1.，.染色試験.化学分析

及び光学試験等で既知試料と比較して行われる。

今回は，薄層クロマトグラブイー及び分光学的方法を用いて，琉球盤生葉染色糸とインジゴ

系染料染色糸との比較検討を行った。

2. 描出溶媒及ひ染色糸

抽出溶媒及び染料の溶解はインジゴ染料の抽出に用いれているジメチルスルホキシド (DM 

s t)を用いた。また，抽出は常温で行った。染色は徳島産スクモ発酵建て(正藍).インジ

ゴピュアー，ミツイツヤインジゴRN. ミツイツヤインジゴ 2B (三井東圧染料) .琉球叢生

葉(塩本哲也氏提供)で行った。 TLCはKise!ge!60 F 25'プレートで，展開溶媒はクロロ

ホルム~ベンゼン)(2:8) を用いた。また，分光吸光度揖tl定は目立-200-20型，分光

反射率測定は東京電色TCー 18 0 0型を使用した。

3. 結果と考察

3 -1 薄層タロマトグラブイー

図1に市販されているイン汐ゴ系染料の薄層

クロマトグラムを示す。溶媒に対する成分の移

動率(Rf値)はインジゴピュアー 0.51(青色). 

ミツイツヤインジゴRN 0.69 (青色). 0.89 

(青色). ミツイツヤインジゴ2B 0.70(青色). 

0.90(青色)である。図 1から分かるようにイン

ジゴピュアーは混合物がほとんどなく， ミツイ

ツヤインジゴRN及びミツイツヤインジゴ2B

には主成分以外の副成分が含まれていることが

分かる。ここで.Rf均0.70のものはミツイツヤ

インジゴRNの主成分であるジプロムインジゴ，

Rf""0.90のものはミツイツヤインジゴ2Bの主

成分であるテトラプロムインジゴと思われる。

(上品~ï一一一一-J二ー一司
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図1 染料の薄層タロ7 トグラム
① インジゴピュアー
② ミツイツヤインデゴRN
③ ミツイツヤインジゴ2B
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図 2に染色糸抽出物の簿層クロマトグラム

を示す。各々のRfは正藍0.14(ピンク色)， O. 

51-(青色) ，インジゴピュアー0.15(ピンク

色) ， 0.51 (青色) ， ミツイアヤインジゴR

N 0.09 (ピンク色) ， 0.74 (青色)， O.91(青

色) ， ミツイツヤインジゴ 2BO.74(青色)，

0.92 (音色)サンプルSiomoto (琉球

1.0 
(上昇点)

R， .0.5 
藍生葉染色糸)0目 17(赤紫色) ， 0.55(青色)， 且

0.84 (ピンク色)である。インジゴピュアー，

ミツイツヤインジゴRN，ミツイツヤインジ

ゴ2Bの青色色素のRf値は1m1の染料のそ

れと一致している。また，正藍の主成分がイ

ンジゴピュアーのRf値と一致していることか

らインジゴと推定できる。サンプルSi 0 m 

o t 0 (琉球藍生業染色糸)のRf値 0.55は

インジゴと思われるが，主成分はRf値 0.17

の赤紫色の物質であること及び 3成分以上の

原点

Cフζコ

ζ二コζご〉

cコC〉

r 〉

，-町、
“句ーJ

CC JF10  

①@  @ @申

図2 染色糸抽出物の薄層クロマトグラム
l①正藍
②インジゴピュアー
③ ミツイツヤインジゴRN
(4) ミツイツヤインジゴ2B
⑤サンプルS同 moto

色素が含まれていることが分かる。これらの

結果をまとめて表 lに示す。
表 1 移動率の結果 (Rf値)

3-2 光分析(可視)

図3にインジゴ系染料の分光吸光

度曲線を示す。インジゴピュアーの

最大吸収波長は 61 8 n m近傍にあ

るが， ミツイツヤインジゴRNのそ

れは 62 3 n m近傍にあり両者の相

違が分かる。しかし， ミツイツヤイ

染 料 1 R f 値

インジゴピュアー 1 0.51 

ミゲイツヤインジゴRNI 0.69， 0.89 
ミツイツヤインジゴ2BI 0.70， 0.90 

染色糸 1 R f 値

インジゴピュアー !0.15(ピンク色)， 0.51 

ミツイツヤインジゴRN!0.09(ピンク色)， 0.74， 0.89 
ミツイツヤインジゴ2BI 0.74， 0.92 

正藍(徳活量産・スクモ)10.14(ピンク色)， 0.51 

サンプルSi0 mo t 0 !0.17(赤紫色) ，0.55， 0.84(ピンク邑)
締減産生誕染め，) ! 

ンジゴ 2Bのそれは 6.17 n m近傍にありインジコ・ピュアーとの相違はこれからは言及することは

困難である。

図4に染色糸抽出物の分光吸光度曲線を示す。インジゴピュアー. ミツイツヤインジゴRN

は図 3の分光吸光度曲線とほぼ一致している。また，正藍もインジゴピュアーとほぼ一致して

おり，染着物 (DMS 0に抽出されるもの)のほとんどがインジゴであり，他の成分は微量で

あるものと考えちれる。しかし，サンプルSiomoto(琉球護生業染色糸)の分光吸光度

曲線はプロードであることからインジゴ以外の種々の物質が混在しているものと思われる。

図5に染色糸の分光反射率曲線を示す。正監とインジゴピュアーは類似しており，正藍の主

成分はインジゴであることを示している。しかし，サンプルRiomoto (琉球藍生業染色
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糸)の分光反射率曲線は図 4の分光吸光度曲線同様プロードである。

級

光

度

@ 
J込

5四 6∞ 7∞
i宜長 (nm) 

図3 インジゴ系染料の分光吸光度曲線の比較g インジゴピュアー
ミツイツヤインジゴRN

③ ミツイツヤインジゴ28

4. おわりに

物質の同定後にその物質がどの植物に由来 1∞ 

するものであるかを決定するには，由来する

と思われる植物に含まれる成分の分析を行い，反"

上国主・検討することが必要にお。また，琉射同

球盤生業染色糸の主成分である赤紫色の色素率

を同定するためには，即知物質(基本データ)同}40

との比較または構造分析を行わなければなら 却

ない。しかし，天然藍の薬・茎に含まれるイ

ンジカン (Indican)以外のインジルピン

(Indirubin)，インジゴブラウン

(I n d i g 0 b r 0 w n )等が今回調査

した範囲内では市販されてなく(安定性の問

題と思われる)，これらに関する分析データ

もあまりないため同定することは困難であった。

n且

光

度

図4

波立。 (nm) 

染色糸抽出物の分光吸光度曲線の比較
①正藍
② インジゴピュアー
@ ミツイツヤインジプRN
@サンプルSiomot 0'、

E・ ・ .“  

ー 刊誌 lijJJ1j?:J1M r .....t..~冒.....“司，・
“ • 

4∞ 5∞ 600 7∞ 
F庇長 (nm ) 

図5 染色糸の分光反射率曲線の比較
①工藍
② インジゴピュア-3 ミ…インジゴRN

ミツイツヤインジゴ28
サンプルSi 0 mo t。

市販インジゴ系染料を薄層クロマトグラフィー及ぴ光分析によって推定することは可能に在

った。
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9. 泥染め糸の染色竪ろう度向上への有機シリコーン系助剤の利用

1.緒言

村田博司 自久秀信赤塚嘉寛

早川勝光(鹿児島大学理学部)

和装業界では着物離れがおこりほとんどすべての産地で減反傾向にあるが，大島紬の泥染め

製品は消費者の根強い人気に支えられて他産地のような大幅な減反は強いられていない。

泥染め大島紬は，着やすきの面で暖かい，シワになりにくい，着くずれしにくい，しなやか

な風合い，美しさの面で素朴で渋い色調及び光沢という大きな特徴を有している。染料として

使用されるシャリンパイ煎出液中のタンニンと色素及び媒染に使用される石灰と泥土中の金属

(主に鉄)による 40%にも達する増量効果のため，日光による色調の変化や耐候性告どにす

ぐれた安定性を有する反面，摩擦竪ろう度や汗などによる脱色(湿潤安定性)に問題を有して

いる。大島紬への苦情の大半は泥染めの摩擦竪ろう度に対するものであり，その改善は大島紬

普及のためにも最も重要である。

前報)において，大島紬の染色竪ろう度増大のための基礎的知見を得るために，染色過程に対

する界面活性剤を中心とする助剤の効果を調べるとともに， ~，尼染め糸を種々の処理剤で処理し

て湿潤安定性を検討した。後者の測定結果は泥染め糸に疎水性を付与することによって湿潤安

定性が大きく増大することを示した。

有機シリコーン化合物は電子部品素材開拓の産物として合成されてきた新しい化合物て・ある。

その多様な分子構造に依存して，耐熱性，耐水性，耐化学薬品性にすぐれたさまざまな化合物

が合成され，オイル，グリース，消泡剤，離型剤，繊維処理剤，披水剤などあらゆる分野で広

〈応用されている。本研究では，泥染め糸に疎水性を付与して湿潤安定性や摩擦竪ろう度を増

大することを期待して，ジランカップリング剤，シラン，変性シリコーンオイルなどによって

泥染め糸を処理し，摩擦竪ろう度や湿潤安定性への影響を調べた。

2. 実験材料

2 -1 シリコーン系助剤

シランカップリング剤として信越化学工業舗のKBE-402，KBM-403， KBM-

602， KBM-8.0 3， KBE-9 0 3を使用した。これらは，分子中に無機質と化学結合

する反応基(メトキシ基，エトキシ基)と有機材料と化学結合する反応基(アミノ基，エポキ

シ基，メルカプト基)を有する有機珪素単量体であって，無機質と有機質との双方に化学結合

するという性質を有する。)したがって，泥染め糸の泥の成分とタンニンや絹7イプロイン

などとの接着住を向上させることが期待できる。シランとしては，信越シランKBM-22，

K.B M -3 1 0 3 C， L， S K -6 8 1 5を使用した。これらのアルキル基と反応性の基 (7ル

コキシ基)を有する有機珪素単量体で，表面改質材， i霊水処理剤などとして使用されるLL S 
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X'-6 8 1 5は長鎖アルキル基 (C1') を有するために，無機質表面と反応して表面特性を親

油性に改質する。シリコーンオイルKF-96はジメチルシロキサンの重合体ジメチルポリシ

ロキサンであり，さまざまな用途のオイルとしてのみならず，繊維処理剤としても使用されて

いる。変f生シリコーンオイルKF-880，X-22-161AXはジメチルシリコーンオイ

ルに各種の有機グループを導大したシリコーンオイルで有機グループの種類により，水への溶

解性，各種有機物との相溶性や反応性，湿潤性などを付与することができる。信越X-24-

3 5 0 4は分子の末端に強力者吸着基を有するジメチルシロキサンで，種々の7イラ一類に処

理すると，分散剤，流動性， i量水性を付与することができる。以上のジリコーン化合物の化学

名と化学構造を表 lに示す。

名 化学名

表 1 使用したシリコーン化合物

構造式' J 品

くシランカップリング剤〉

KBE-402 r-グリシドキ、ンプロピル
メチルロエトキシシラン

r-グリシドキシプロピル

トリメトキシシラン

N-s(アミノエテル)r-7，ノ
プロピルメチ'JL-'!>メトキシシラン

rーメルカブトプロピル

トリメトキシシラン

Tーアミノプロピル

トリエトキシンラン

KBM-403 

KBM-602 

KBM-803 

KBE-903 
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) LSX-6815' ，ずクタデシルPメチル

メトキシシラン

く変成才イル〉

X-22-161AS アミノ末端反応牲

シリコーンオイル

KF-880 ァ'.~ノ変性シリコーン;;tイル

<シリコーンオイル〉

KF-96 ;;.メチ)~リシロキサン

くシロキサン>

X-24-3 504 末端に吸着X，Yを有する
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なお，構造の組成は不明であるが，泥染め糸処理剤として現在使用されているソ 7 ミンMR

-6 0 (三木染料庖) .ライトシリコーン -M8 0 7 S (共栄社泊肪化学工業)およびハイプ

レンNF (田中直染料庖)についても試験した。

2-2 試験試料

昭和 61年度本場大島紬製造工程別技術競技会の染色部門(地糸)の評価結果(参加者 85 

名)を参考にして，奄美の泥染め 5業者(池畑辰夫泥染，竹元泥染，鮒泥染屋，中村泥染，松

元泥染工場)に 10紹づっ染色を依頼した。この競技会は鹿児島県が主惜し毎年行っているも

ので，各々の部門(5部門)で技術を競うものである。 1位. 1 1位. 4 2位. 5 8位. 8 5 

位の 5業者を選んで処理剤の効果と技術力の効果を検討した。また，当センターでも 10認泥

染めして対照試料とした。

湿潤安定性試験には，別の泥染め糸を使用した。

3. 試験法

3 -1 i尼染め糸への助剤の効果

試料の泥染め糸を 10rra/eのシランカップリング剤.20me/eソフミンMR-60. 

3 Og /eのライトシリコーン-M 8 0 7 S. 4 0 me/ eハイプレンNF溶液に，浴比 20侍で

6 0分間常温で浸演し，その後風乾して，摩擦竪ろう度，風合い，色落ち等について調べた。

湿潤安定性の試験には. 0.3 gの泥染め糸を 2%シリコーン処理剤/水混合溶液に浸漬 L.

3 0 'Cで1.5時間振とうしたのち. 1 0 0 'Cで2時間乾燥した。変性オイルKF-880お

よびX-22-161ASによる処理中に明瞭在処理溶液の着色が見られた。いずれの処理剤

によっても泥染め糸の讃水性が増大し，水にぬれに〈くなった。このようにして処理した泥染

め糸を 50 me純水に浸演し. 3 0 'Cで振とうして水溶液の着色の時間依存性を吸光度法で追

跡した。したがって，吸光度が大きいほど湿潤安定性が不良であることを示す。

3-2 泥染め工程中での助剤の効果

シランカップリング剤は泥染め工程中に適用すると，繊維やタンニン，泥との接着性がいっ

そう潜大すると期待される。そこで次に示すように通常の地糸の泥染め工程中にシリコーン助

剤処理工程①~③を導入した。

1 熱石染3回石染3回石①染3回石染3回②乾

2 熱石染3回 石 染3回石③染3回石染3回④乾

3 熱石染3回石染3回石⑤染3回石染3回⑥乾泥

4 熱(⑦) i尼

5 熱(③) 泥

各略語は次の操作を示す。

熱:約 90 'Cに昇温したシャリンパイ煎出液に 3時間位浸漬放冷(浴比 50倍)

石:石灰液でもみこむ(溶液 3or5g/e.浴比 20倍)

染:シャリンパイ煎出液でもみこむ(室温で数分間，浴比 10倍)
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にj

乾・約 7OOC熱風乾燥

泥:泥田で数分間もみこむ

ここで，①~⑥は染色絹糸を助剤溶液に浸演して処理した。すなわち，浪度 10 me/eのシラ

ンカップリング剤に欲比 30倍，常温で 10分間浸漬 L. その問時々もみこみを行った。⑦と

③では助剤をシャリンパイ煎出液に添加して 30分間浸演し，染色と処理操作を同時に行った。

染色はし 2， 3. 4. 5の順に行い，最終工程後の泥染め糸について，摩擦堅ろう度，風合

い，増量率，色落ち等を調べた。色落ちは東京電色カラーアナライザーT-1800で測定し

た。また，増量率は次式で計算した。

i尼染め後の糸の重量 一 泥染め前の糸の重量
増量率(%) ~ x 1 0 0 

泥染め前の糸の重量

摩擦竪ろう度の試験には. JI SL0894-1971に基づいて摩擦試験機 I形を使用して

乾燥試験を行った。

表包 泥染め糸の摩擦竪ろう度に対する助剤の効果 単位:級

サ ン フ，Jレ A B C D E F 

摩擦竪ろう度 前 後 前 後 前 f主 前 tま 前 後 草I 後

助 南j 九------

KBE-402  
(10me/ e) 1 I l 1 2 2 z 2 2 2 1 l 

KBM-403  
1 1 1 

(10me/ e) 1 2 2 2 2 2 2 l 1 

KBM-602  
1 1 1 

(10me/ e) 1 2 2 2 2 2 2 l 1 

KBM-803  
1 1 1 l 2 2 2 2 z 

(10me/ e) 
2 1 l 

KBE-903  
l l 1 1 

(10me/ e) 2 2 2 2 2 2 1 1 

ソフミン MRー
1 4 

6 0 (20me/ e) 1 4 2 4 2 4 2 4 l 3】 4

ーラMイトシ(3リコン
8078 (30g / e) 1 3 l 3 2 2-3 2 3 2 2-3 1 2 

ハイプレン NF 
1 l 1 

(40me/ e) l 2 2 2 z 2 z l l 

サンプル糸 の 増
52 34 40 

量率(%)
42 45 91 

処理条件浸漬時間:6 0分温度常温浴比:2 0倍
注)前.助剤処理前 後:助剤処理後
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結果と考察4. 
摩擦堅ろう度に対する効果4-1 

シランカップリング剤，表2に泥染め糸の摩擦堅ろう度に対する助剤の効果について示す。

ハイプレン NFではいずれのサンプルでも処理の前後で摩擦竪ろう度に変化はなく，有機シリ

コーン系処理剤による改善の効果はみられない。従来から使用されているライトシリコーン

しかしながら，いずれのサンプルでも改善の効果がみられる。M 807 Sによる処理によって，

最近使用されはじめているソフミン MR-60による処理によって摩擦竪ろう度は著しく改善

v 

J 

価 助 剤
風合aい} 色落1

a凪告いM'価(手触り}
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3 5 
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処
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i尼染め糸の風合い等に対する助剤の効果表 3されていることが分かる。

表3に風合い及び色落ちについての評

シランカップリング剤によっ

処理すると風合いが少しばかり改善さ

を示す。

ることが分かる。ソフミンMR- 60 

ライトシリコ lン M 807 Sによる

理によって風合い(手触りの感触)は

なり改善される。一方，ハイプレンN

で処理すると風合いは劣下する。色落

試験ではいずれの処理剤によっても顕

>'J色落ちはみられなかったが， KBM-

o 2による処寝中に溶液内への染料の

そのことを反映し

0.3 
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。

。
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酬
。
凶
』
〈

処理後に若干の退色がみられた。

は異なった臭気が残った。

シリコーン処理に

よる湿潤安定性

シリコーン処理した泥染

803は水への溶解度が

少しばかり不溶分

KBMー

泥染め糸に少し通常の物と

803によって処理宇ると

KBE-402とKBM

出が観測されたが，

が残った。また，

小さく，

4-2 

150 100 

め糸を純水に浸漬した場合

に示す。吸光度が大きい程

80 n mにおける水r寄液の

吸光度によって図 1A， B 

3 の水溶液への色落ちを，



u 

) 

水への染料の溶解度が大きく湿潤安定性が不良であることを示す。 ['g[1 Aは，シランカ γプリ

ング剤KBE-903とKBM-602による処理によって湿潤安定性が増大することを示している。

しかしながら， KBE-402とンランKBM-3103Cでは.浸漬当初は対照より吸光度は小さい

が，長時間浸潰すると対照とほとんど等しい吸光度を示し，湿潤安定性向上に対してほとんど

効果がないことを示す。分子構造を較べると KBE-903とKBM-602はどちらもアミ

ノ基を有1."， 7ルコキシ基を有するシリコ ン化合物よりも泥染め糸への結合がよく，疎水性

を付与しやすいことによると考えられる。いずれの処理でも目測による風合い・手触りには相

違はみられなかった。図 lBをみると，いずれの処理剤でも湿潤安定住は増大していることが

分かる。特に変性シリコーンオイルX-22-1 61ASおよびKF-880による処理によ

って湿潤安定性が著しく増大することが分かる。しかしながら，これらのオイルによる処理で

は泥染め糸表面にオイルが付着して風合いは大きく損なわれる。一方，シリコーンオイルKF

-96による処理では，風合いの劣化はほとんどみられなかった。商品カタログには， KF-

8 8 0は「繊維に柔軟性を与え，風合いを改良する」と期されているので)処理方法を改善

普することによって風合いを損辛うことなく湿潤安定性を噌大できるかもしれない。処理方法

の検討が必要である。 LX-6815は長鎖の7リキル基のために泥染め糸に大き在疎水性を

付与すると思われるが， 1個のメトキシ基では繊維への結合が十分でないため湿潤安定性に対

して十分な効果を示さないかも知れない。反応基を泥染め糸への結合力が大きいアミノ基に変

えるのが望ましいと思われる。

以上は，単一の有機シリコーン化合物による処理の効果をみてきたが，シロキサンX- 24 

3 5 0 4は「シランカップリング剤と併用することにより，補強効果を得ることができる」の

であるから，今後混合系による複合効果の検討が必要であろう。

4-3 泥染め工程途上で

の助剤処理の効果

表 4にシランカップリング

剤処理を泥染め工程中に導入

した場合の，染色安定性への

影響を示す。 KBE-40 2， 

KBM-.8 0 3は水溶液に不

溶分が残ったのでここでは除

外した。ここで対照 1は助剤

を使用しないで最終工程まで

を行ったものであり，対照 2

は泥染め前の段階(3の「乾J)

で染色を終了したものである。

摩擦竪ろう度では対照 1と同

等の評価であり，処理剤によ

表4 泥染め工程中での助剤の効果

助 南1
摩擦堅ろう 増量率 風合い，) L *b) 

度 (級) (%) (手触り) (明度指数)

主す 日程 1 
2-3 

(泥染め有り)
5 3 3 1 2. 1 6 

立す R置 2 
I 

(泥染め無し)
6 0 2 22. 34 

KBM 403 
(10me/e) 2-3 5 5 5 1 2. 6 1 

KBM 602 
2-3 (10mUe) 7 7 4 1 3. 5 9 

KBE 9 0 3 
2-3 (10me/e) 8 2 1 1 5. 6 4 

a風合い評価(手触り)
1 :対照 lより悪い 4 :対照1より少し良い
2 :対照lより少し悪い 5 :対照 1より良い
3・対日程l

b数値による色の表示 (Lへa*，b*) 
L場:明度指数
aホ， b事:クロマティクネス指数(色度)
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る効果はみられない。風合いでは，対照 lと較べてKBM-403とKBM-602による処

理によって改善されたが， KBE-903による処理では対照 1よりも風合いは劣っている。

増量率および明度指数L行数値による色の表示Lで;， h)はKBM-403とKBM-60

2， KBE-903の順に大きくなっている。この順に糸が太〈茶色みを帯びていることが分

かる。 KBM-602とKBE-903による処理のうち⑦，③の「熱」との同時処理のとき

タンニンとの結合による不溶性沈殿の生成がみられた。このためタンニンと繊維のと結合が阻

害され黒色へと染色が進行しなかったものと考えられる。このために明度指数が大きく告かっ

たのであろう。この不溶性沈殿は視覚的にKBM-602より KBE-903の方が多かった。

また， KBE-903によって処理すると通常の泥染め糸とは異なる臭気がした。

なお， KBE-402とKBM-403については高温処理による摩擦堅ろう度の向上を期待

して次に示すように泥染め工程において染色絹糸を助剤溶液中での熱処理を行ったが，処理剤

による効果はみられなかった。

1 ①熱石染3回 石 染 3回 石染 3回 石 染 3回 ②乾

2 熱石染3回 石 染 3回 石 染 3回 石染3回③乾

3 熱石 染 3回 石 染 3回 石 染 3回 石 染 3回④乾泥

4 ⑤熱泥⑥

ここで，各略号および助剤濃度と浴比は前記 (3-2 )と同様で，①~⑥は染色絹糸を 90 "C 

の助剤溶液に 20分間浸潰して処理した。

5. まとめ

有機シリコーン系化合物による泥染め糸の処理によって，泥染め糸の摩擦竪ろう度や風合い，

湿潤安定性への影響を調べた。その結果，今回使用したシランカップリング剤によっては摩擦

竪ろう度を改善することはできなかったが，風合いはいくらか改善されることが分かった。ソ

フミン MR60とライトシリコーン -M807Sによる処理によって摩擦竪ろう度，風合い

とも大きく改善された。湿潤安定性は多くの有機シリコーン系処理剤によって改善されるが，

風合いを損なう場合も多かった。ソブミンやライトシリコーン(いずれも組成不明)は有機シ

リコーン化合物を主成分とする混合物と忠われるが，処理方法の工夫や混合処理剤を使用する

ことによって，より効果的な処理剤を調製することが可能と思われる。ー層詳細な研究は今後

の諜題である。

終わりに有機シリコーン系処理剤を提供いただきました信越化学工業側に感謝します。
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10.植物染料の開拓及び染色堅牢度に関する研究

操利一白久秀信西元研了

1. はじめに

大島紬も多用化の時代を迎え，消費者の購買心を誘うオリジナリティの高い商品が要求され

ている。また消費者は経済的，実用的価値よりも精神的，文化的などの個性的で今までにない

色彩が望まれている。今回，植物染料で地域の特徴を生かし奄美大島に自生している植物で，

今まで染色試験が行われていない植物の中から選定し 8種類について染色した。つぎに染色糸

をカ ボンアーク燈による耐光試験，汗試験，摩擦試験，洗濯試験の各々染色堅牢度試験を行

った。

またカラーアナライザーで染色糸のHu e (色相)， Value (明度) ， C h r 0 m a(彩

度)を測定した。

2. 植物の採取場所

奄美大島に自生している植物 8種ぜ引を図 l鹿児島県林業試験場竜郷町駐在の試験林(海抜

約 30 0 m) から約 10 kgずつ採取した。

図l 植物の採取地点
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3. 材料

(1) 植物の種類及び染料

染色試験に次の B種類を使用した。

7オモジ (Li tsea cubeba pers) クスノキ科 ハマピワ属

イヌマキ (Podocarpusmacr叩 hyllusD.Don) ，マキ科マキ属

エゴノキ (Styraxjaponicus S&Z) .エゴノキ科 エゴノキ属

カクレミノ (Dendr叩 anaxtrifidus Makino ) ，ウコギ科 カクレミノ属

クロパイ (Sympl OC05 prunif 01 i d S&Z) ，ハイノキ科ハイノキ属

タイワンヤマツバキ (C.hozanensi s Hayata)ツバキ科 ツバキ属

ヒメユズリハ(Daphniphyll um gl副lcescens. B 1 ) ， トウグイグサ科ユズリハ属

リュウキュウマツ (PinusLuchue nsis MAYR) ，マγ科マツ腐

'-" 原木10kg砕断し;本で、6時間抽出し，その問炭酸ナトリウムを12.5g添加し，また抽出液として250e得た。

v 

(2) 試料糸

市販の大島紬用繰り綿糸 (30 g付緯糸)アゾリン0.5%溶液で 10分間ソーピング C，さ

らに水洗したものを使用した。

(3) 媒染剤

ミョウパン，酢酸アルミニウム，塩化第一錫，酢酸銅，硫酸第一鉄は市販の試薬一級をそのま

ま使用し，また泥媒染は本場奄美大島紬共同組合の共同染工場を使用した。

4. 染岩
媒染剤 1種類につき絹糸 2組 (500mX2)使用し，濃度はミョウパン 10 %0 . w. fで

その他の媒染剤は 2%0 . w. fで使用した。

(1) 金属媒染

熱染媒染乾染熱染乾染熱染媒染乾熱

(2) i尼媒染

熱染石染染染乾熱染石染染染乾田熱染乾田

媒染:浴比 40倍沸騰するまで加熱染色した後放冷 1時間

媒染:浴比 100倍中で 30分間浸漬を繰り返す

染 :浴比3倍常温でもみ染

石 :浴比 30倍石灰O.1 5501 %中でふりつけ

乾 熱風乾燥

乾 :熱風乾燥

田 :泥中で振付け媒染

5. 染色堅牢度試験法

(1) 洗濯に対する染色堅牢度試験 J 1 S -0 8 4 4 -1 9 7 3 (Aー 1) 
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121 汗に対する染色堅牢度試験 JIS-0848ー 19 7 8 (A法)

131 カーボンアーク燈光に対する染色堅牢度試験 JIS-0842-1971 

摩擦試験機 I型(乾)

6. カラーアナライザーによる染色糸のHV/C測定

糸を東京電色のカラーアナライザーTC1800で担IJ色l-，マンセル値HV/Cを求めた。

7. 結果及び考察

111 染色堅牢度

染色堅牢度の試験結果と染色糸のマンセル記号及び色名を表 1-8に示す。

全般的に植物染料の染色堅牢度は低い傾向にあるが，植物によっては媒染剤を変えることに

よって使用可能な染料もあった。洗濯試験は 8種類全媒染項目 4級以上で優れていた。アオ

モジの場合，ミヨウパン，クロムミョウパン，醐アルミニウム辛どが3級以上で，また摩擦 ) 

試験の酢酸アルミニウム，塩化第一錫，硫酸第一鉄媒染で優れていた。イヌマキの場合，汗試

験の塩化第一錫，硫酸第一鉄媒染などが3級以上で，また耐光試験の泥回媒染が4級以上で優

れていた。エゴノキの場合，汗試験及び摩擦試験は，すべての媒染が 3-4級以上で優れてい

た。タロパイの場合，酢酸71レミニウム媒染の全ての試験項目が優れていた。タイワンヤマツ

パキの場合，塩化第一錫媒染が優れていた。ヒメユズリハの場合，酢酸銅，硫酸第ー鉄媒染の

摩擦試験が優れていた。リュウキュウマツの場合，塩化第一錫，泥田媒染などの耐光試験が優

れていた。

121 色

得られた色は，淡い黄色~茶系統が多く，中にはイヌマキの酢酸銅媒染のように赤紫が得ら

れる物もあり，またエゴノキをどのように植物自体の色素が薄い植物は黄色系統の染料が得られた。

表 1 アオモジの染色堅牢度及び色名 (HV/C) (単位級)

植物 名 ア オ モ :; (クスノキ科 J

汗 試 験
耐 車

試験 洗濯試験

瞳 位 アルカリ性 光 損
HV/C 色 名 {慣用名)

蛮週包
汚 臨 変 汚 島

変退色
汚染 主主 試

臨時削
退色 酷 験

綿絹 綿 絹 綿 絹

ミ冒ウ，<ン 4 5 5 4・-5 4 3-4 4-5 4 3-4 3 5 5.77YR 5.9乱/2s5 grayish BROWN (ローズベージュ)

クロムZ百ウ，<ン 3 5 14-5 4 4 13-4 4-5 3 3 13ー-4 5 5.04YR 6.07/官B9grayish B悶 WN(ローズベ'-:;"，) 

酢雌アルミウム 3 5 14-5 4-5 4 13-4 4-5 3 3 3 4 511YR 6.07/包B7grayish BHOWN (ローズベージュ)

塩化龍一錫 3 5 5 14-5 4 3 14-5 3 12-3 3 4 4s4YR 6B3/3BB Iight grayishBROWN佃稽g，，)

昨 量 銅 4 5 5 4 4 13寸 4-5 3 3 3 3-4 5.34YR 5.47/包D5grayIsh BROWN (ら〈だ色}

硫厳軍一揖 4 5 5 z 3 3 14-5 3 3 3 3 16.56YR 4ユル勺90dark GRAY (ストレ」トクνイ}

~ 回 4 5 5 2 4 13-4 4 3 3 3 3 1 RS9YR 3B3/121 dark GHAY (λトレートクvイ]
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表2 イヌマキの染色堅牢度及び色名 (HV/Cl (単位:級)

値 物 名 イ ヌ マ キ {マキ科)

汗 試 験 耐 摩試 験 洗濯抵触

瞳 性 アルカリ性 光 擦 HV/C 色 名 {慣用名)

変退色
汚染

変退色
汚染

変退色
汚除

試 試

媒 染 剤
験 駐，

綿絹 綿 絹 綿絹

ミョウ，<ン 4 5 5 4-5 4 3 5 ト32-3 3 3 2.78YR.5.4:Y4.J7 grayish B回)WN(子園色)

クロムEョウ，<ン 4 5 5 4-5 4 4 4-5 4 3 3 3 3.44YR.5.97/407 dull ORANGE (サンタン)

v 酢酷アJレEニーム 4 5 5 4 4 3 5 3 2-3 3 3 2.71YR.53島/454 grayish BRQWN (子宙色}

塩化第一錫 4 5 5 4 4 4 4-5 4 4 3 3--4 3.96YR.5.9乱/4.72dull ORANGE (サンタン}

酢 瞳 銅 4 5 5 4 2 2 4-5 1 l 3 2-3 9.65 R..307.γ祉.49 reddish BRQWN (栗梅色)

硫 酷第一鉄 4 5 5 2 4 3 3 2 3 3-4 3--4 4J7YR.34S/110 dark brownish GHAY (トープ}

泥 国 4 5 5 3 4 4 4 3 3 4 2-3 6.75YR.32品/1.78grayish BROWN (架色)

表3 エゴノキの染色堅牢度及び色名 (HV/Cl (単位:級}

植 鈎 名 エー ゴ ノ キ {エゴノキ科}

試 験 洗寵試験
汗 試 験

耐 摩

駿 性 アルカリ性 光 鎮
HV/C 色 名 {慣用名)

変退色
汚染

退色変
汚染

変過色
汚 染

試 試

媒染 剤 験 験
綿 絹 綿 絹 綿 絹

) E 冒ウ，<ン 5 5 5 4 5 4 4 5 4 2 5 0.82 y 8Jル/1.68BEIGE (亜麻色)

クロムミョウ，<ン 5 5 5 4 5 4 4 4-5 4 2 5 1.25Y 8D品/1.49 yellowish GRAY (オイスター}

酢酷アルEニウム 5 5 5 4 5 4 4 5 3-4 2 5 日制Y 824/1.78 BEIGE {盛麻色}

塩化第一錫 5 5 5 4 5 4 4 5 4 z 5 I.60Y 8JS/l08 BE1GE {盛麻色}

酢 瞳 銅 3 5 5 I 3--4 4 3 4 4 3 2 5 5.63Y 7.57/1s2 gray日hYELLOW (剰嚇白茶)

硫厳第一鉄 4 5 5 3 5 4 3-4 4 3-4 3 4 1.95Y 60争〆254 grayish YELLOW (拒描色}

泥 回 4 5 5 3 5 4 3--4 4-5 4 3 4 118Y 68島/180 grayish YELLOW (砂色)
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表4 クロパイの染色堅牢度及び色名 CHV/C) (単位:級)

植 物 名 クロ，<イ 【ハイノキ科]

試験 洗溜 試験
汗 鼠 験 耐 嘩

極 性 アルカリ世 光 策
HV/C 色 名 (f~閥唱}

変迫邑
汚染

退変色
汚 染

退色変
汚 染

試 試

媒染剤 験 験
綿絹 綿 f再 綿 苦邑

<ョウ，<ン 4 5 s 3-4 4 3-4 4 3--4 3 3 3 3.67YR 6.4J/3D1 I ight grayish田担'WN(苛唾色)

クロムEョウ，<ン 4 5 5 4--5 4 3 4 3--4 3 3 4 3sOYR 63!V3.43 light grayish BROWNゆ番色)

酢酷アルミニウム 4 5 5 4 5 4-5 4-5 4 4 3-4 4 327百 6sル/4.20 light grayish BROWN団番色} o 
塩化第一錫 4 5 5 4 4 4 4 4 4 s 4 410Ylミ 6D7/407 light grayish BROWN (亦番邑)

酢 酷 銅 4 5 5 4 3 3 3→ 2-3 3 3--4 3 311YR 5sレ/405grayish BROWN (Tm抱}

硫厳第一鉄 4 5 5 2 4 3 4 3-4 3-4 3-4 3 7.49YR 4.64/1岨 medium GRAY (スチールク.レイ)

泥 回 4 5 5 3 4 3--4 3 4 3 3-4 2-3 822YR 41J/1.77 dark GRAY (ストレートグレイ)

表5 カクレミノの染色 堅 牢 度 及 ぴ 色 名 CHV/C)
(単位:級}

植物 名 カ ク レ ミ ノ(ウコギ科}

試験 洗掴試験
汗 試 験

耐 摩

極 性 アルカリ性 光 掠
名 (慣用出}HV/C 色

変退色
汚染

変退色
汚 染

変温色
汚染

試 主主

媒染剤
綿絹 綿 絹 締

験 験
絹

< .ウ，<ン 4 5 5 3-4 4 3--4 4 3 3 3--4 5 183刊 72s"屯.461 ight grayish田 OWN(茜色} ) 

クロム Eョウ，<ン 4 5 5 4-5 4 3 4-5 3 3 3 4 2.88田 7JJ7/勺33 light grayish 田町WN(番色)

酢酸アルミユウム 4 5 5 3-4 3-4 3 4 3 3 3 4 1D4YR 73fi/232 grayish YELLOW【砂色)

塩化龍一錫 4 5 5 4 4 3--4 4 3 3 3 4 ~06YR 72乱/2D7grayish YELLQW (砂邑}

酢 厳銅 4 5 5 4 3-4 3 3-4 2 z 3 4 ~O'四 6.7VM9 grayi sh YELLOW (右担草色)

硫曲第一鉄 4 5 5 3 4 3-4 4 3 s 3--4 3-4 6βOYR 5sQ/128 brawnish GRAY【アッシュクレイ)

混 回 4 5 5 3 4 3-4 3-4 4 3 3-4 3-4 587YR 527.〆137grayish QLIVE (ひt諜}
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表 6 タイワンヤプツパキの染色試験及び色名 (HV/C) (単位:級)

植 勧 名 タイワンヤプツパキ【ツバキ科)

試 験 洗 溜試験
汗 話 験 耐 曹

厳 性 アJレカリ蝕 光 協
HV/C 色 名 (W凋名)

変退色
汚 換

重色
汚 染

変退色
汚 染

試 試

煤染剤 験 験
綿 絹 綿 車目 締 絹

， .ウ，<ン 4 5 4-5 4 4 2-3 4-5 3 2-3 3-4 4 4.92YR 62iV4.13 light grayish BROWN(D.i電色)

クロムE冒ウ，<ン 4 5 5 4 4 2-3 4-5 3 2 3~4 4 4.90'四 6.1iV4DOlight grayish BROWN (蔀雷色}

u 酢酪アJレEエウム 4 5 5 4 3 2 4-5 2-3 2 3-4 3 4.77YR 6.1!j/4.l4 dullORANGE 【サンタンJ

塩化第一錫 4 5 5 4 4 4 5 4 3-4 3 3 4.62YR 6H0胡 5dull ORANGE (サンタン』

酢 酸 銅 3-4 5 5 4 3 2-3 5 3 2 3 3-4 3.98'日 5.7レ/41i9grayish BROWN (子面白}

硫厳第一鉄 4 5 5 3 4 3 4 3-4 3 3-4 2-3 5B9YR 4.2VlA7 dark GRAY {子瞳抱]

泥 回 4 5 5 3 4--5 3-4 4 4 3-4 4 2-3 6.79YR 3B7/195 dark brownish GRAY(トープ}

表7 ヒメユズハの染色堅牢度及び色名 (HV/Cl
{単位級)

値 物 名 ヒメユズリハ{ドウダイグサ科)

試 験 洗 溜話験
汗 試 験 耐 曹

酸 性 アルカリ性
光 僚

HV/C 色 名 (惇湖名)
誌 試

変退色
汚 染

追色変
汚 染

変退色
汚 染

験 験媒染剤
担晶 私自 締 絹 綿 絹

¥，_) ミョウ，<ン 4 5 5 4 4 2 4-5 3 2 3 2-3 7s2YR 6.1も/4.10grayish BRQWN (らくだ色}

クロム， .ウ'1'¥ン 4 5 5 4 4 2 4-5 3 2 3 3 7.66YR 6.0レ/4DOgrayish B同'WN(らくだ邑)

酢曲アルEユウム 4 5 5 3 3-4 2 4 3 2 3 3-4 7.72四 634/4D4grayish BIIDWN (らくだ色) . 

塩化第一錫 3山 4 5 5 3 4 2 4 3 2 3 3 793YR 6.2V'4剖 grayish B回'WN(ら〈だ色)

酢 酷 銅 4 5 4-5 4 3 2 4-5 2 2 3 4 7曲百回ヰ4ユ7 grayish BROWN(らくだ色}

硫 鉄 4 5 4-5 4 4 2 4-5 3 2 3-4 4 9.06四 5.47/3D6gray i sh . BROWN【らくだ色〕

泥 田 4 4-5 4-5 3 3 3 4 3-4 2 各-4 3 且邸YR53ル令ユ4 grayish田OWN(らくだ色]
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表 8 リュウキュウマツの染色堅牢度及び色名 (HV/CJ 〔単位:級)

植物 名 リュウキュウマツ (マツ科}

試験 洗濯誌験
汗 託 験

耐 摩

酪 性 アルカリ性 光 擁

試 鼠
HV/C 色 名 {慣用名}

変 汚 染
退変色

汚染
変過色

汚 染
媒染 剤

退色 験 験
綿 忠告 純 絹 綿 絹

E宮ウ"ン 4 5 5 3 4 3 4-5 3-4 3 2 3 5.61YR 60μ417 grayish田 OWN(ら〈だ色}

クロムE田ウ"ン 4 5 5 4 4-5 2 4-5 3-4 3 3 3 5.58YR 6.07/3B6 grayish BROWA(らくだ色}

酢酷7)v~ニウム 4 5 5 4 4 3 4-5 3-4 3 3-4 3 5.51YR 61品/3.47 light grayish BROWN (持番色)

塩化第一錫 4 5 5 3 5 4-5 4 3-4 3 4 3-4 5.21YR 6.10辺10grayish田 OWN(らくだ色)

酢 憧 銅 4 5 5 3-4 3 3 4 2 2 4 3 5剖YR6.7島/4.20Ii酔tg'削，h即 OWN(潤色)I 

硫酸第一鉄 4 5 5 2 4-5 3 4 3-4 3 4 3 l76YR 5.0島ノ~91 grayish B悶)WN(子宙色〕

泥 田 4 5 5 3 4-5 3 4-5 3 3-4 4 3 8.0唱YR42ら/1.40dark GRAY (又トレートクレイ)

8. まとめ

(1) 新たな植物染料の開拓を行った。

(2) 今回の植物染料は，全般的に染色堅牢度が低い傾向にあった。中でもリュウキュウマツな

ど3種類程度使用可能な染料もあったが，さらに新たに堅牢度の高い植物染料の閥拓が必要

である。

参考文献

1 )色名辞典 財団法人日本色彩研究所編

2 )琉球列島植物方言集 天野鉄夫

3 )原色日本植物図鑑(木本編 1，II)北村四郎

4 )奄美の植物による染色標本 大島紬技術指導センター

今回の研究に際し材料を提供して戴いた鹿児島県材業試験場竜郷町駐在の皆さんに感謝する。
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11. 植物染料染色紛の抜染試験

西 決 造 赤 塚 嘉 克

1.目的

植物染料染色緋の抜染試験を行い，草木染め白大島納造りの新製品開発を試みる為の基礎伏

E主を行う。

2. 試験概要

2 -1 染料に用いた植物

和名

イジュ

イタジイ

ヤマモモ

2 -2 媒染剤

方言

(イジュー)

(シイ)

(ヤマムム)

学名

Schima wallichii korthals ssp. liukiliukiuensis Bloemb 

Castaneopsis sieboldii Hatusima 

Myrica rubra S. &Z. 

ot酸銅，酢酸アルミニュウム0.3%溶液で媒染

硫酸第一鉄0.2%溶液で媒染

泥白で媒染

2 -3 染色法

A法染石染染染石染染染石染染染石染染染乾泥田

染石染染染石染染染石染染染石染染染石染染染乾泥田

B法染石染染染石染染染石染染染石染染染石染染染乾泥田

染石染染染石染染染石染染染乾媒染熱媒染

C法熱乾泥田

熱乾 媒 染

※ 染・浴比 10 ii古，染液による染色工程 石:浴比 50倍で石灰液による浸漬工程 熱・浴

比 30倍，沸騰するまで加熱染色したあと放冷 30分 (B法) .加熱 60分 (C法)

泥田 泥土処理工程乾.乾燥工程媒染:媒染剤での処理工程

2-4 緋締め

上記によって染色した植物染め糸を 2手取りで整経糊張りして 5モト締めで緋を作製する。

2 -5 植物染め緋抜染法)

2-5-1 抜染法

前処理

浴

修

比

酸

キレスト B

1 2 0 

0.2 % 

。.2 % 
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温 度 常7且

H寺 閑 5分間

抜染

浴 比 1 5 0 

ハイドロサルファイト O. 3 % 

キレスト B O. 3 % 

アミラジンD O. 3 % 

?且 度 8 0 'C 

時 問 1 0分間

2-5-2 抜染法

前処理 u 
浴 比 1 2 0 

修 酸 O. 2 % 

キレスト B O. 2 % 

温 度 常 温

日寺 聞 5分間

抜染

手告 比 150  

ハイドロサル 7 7イト O. 6 % 

キレスト B O. 6 % 

アミラテンD O. 6 % 

凪国 度 8 0 'C 

H寺 閲 1 0分

2-5-3 抜染法

前処理 、J
浴 上ヒ 1 2 0 

(基 酸 O. 2 % 

キレスト B O. 2 % 

温 度 4 0 'C 

時三 問 5分間

抜染

i'ii 上t 1 5 0 

ハイドロサルファイト O. 3 % 

キレスト B O. 3 % 

7 ミラジンD O. 3 % 

主孟 度 8 0 'C 
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且干 国l 1 0分

2-5-4 抜染法

前処理

?世 比 1 2 0 

i基 酸 O. 2 % 

キレスト B O. 2 % 

訟ロa 度 4 0 "C 

時 間 5分間

抜染

浴 上ヒ 1 : 5 0 

ハイドロサルファイト O. 3 % 

キレスト B O. 3 % 
、、-' アミラジンD O. 3 % 

温 度 8 0 "C 

日寺 間 1 0分

2回抜染を繰り返す

2-5-5 抜染法

前処理

浴 比 1 2 0 

市基 酸 O. 2 % 

キレスト B O. 2 % 

温 度 常温

日幸 間 5分間

抜染

浴 上ヒ 1 5 0 

ハイドロサルファイト O. 3 % 

キレストB O. 3 % 

アミラ γンD O. 3 % 
l 、-〆j 温 度 8 0 "C 

H寺 間 1 0分

2回抜染を繰り返す

2 -6 抜染性 3) 

次の等級で表示した

抜 染等 級 解 目見

l 全く色が抜けない

2 相当色を残してやや抜ける

3 やや色を残して抜けるが白抜には不適

4 わずか色を残して白抜できる

5 純白に白抜できる
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2 -7 色差

東京電色TC-1800カラーアナライザーで白糸と抜染後の緋の地7キ部分との

色差を測色した

2 -8 増量

染色後の重量を測定し，染色前の糸に対する重量の増加率を求めた

3. 抜染結果

試 験

物

名

一

名

一

法

植物染料抜染結果

植

染

イジュ u 
色 A 法 B 法 C 法

抜染等級ー色差 級 色差 級 色差 f& 色差

一一;JJJ::三三::;三三三王;;三三三-:=::-:;子ii子;:Z;17一;1t礼:j1k日:1lhll;‘i;::j;j:::jJ::jj:llJlJ:;-;!f守号-::;;三:?1;引=1;;引引::jl:llll;
?尼

?て;一::-JJ主JJl』伝伝.;;三;:三:j:詰;:j;;汽列-i:子宍円;i芦芦汽;2立引:z司74l::;i;;jj: 

「:一ι剖::::1J:i;::

12-5-1法抜染 I 4 I 19. 39 I 3 -4 I 28. 36 I 2 -3 I 38. 39 
酢酸アルミウム L一一一一一 L...........L.…… .L..........L...........L一一ーし…

I 2-5-2法抜染 I 4 I 21. 95 I 3 -4 I 28. 48 I 2 -3 I 37. 68 

抜染後の色彩 17イボリー|ベージュ|ラクダ色
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植 物 名 イ タ ジ イ

!dJ:子
? 一 一 :Iii:' :一;;;!t:;JJJ;:::;;三三主;;ミ三宇;;:1:

)一::JJ-:;!177l山
I 2-5-1法抜染 I 4 I 15. 19 I 3 -4 I 24. 02 I 3 I 30. 10 

酢駿アルミウム ト一一一一一一 一一ー十一一一一一一+一一一一一一+一一一一一十一一一一一 +一一一一ート-------.

12-5-2法抜染 I 4 I 20. 23 I 3 -4 I 24. 67 I 3 I 31. 36 

抜染後 の色彩 | 鳥の子色 | 鳥の子色 | ナタネ色

植 物 名 ヤマモモ

人J tJJJ:;三一;;

! ::-一J.::J;;ヲi:三三三-i?三芦i?子芦:;号1号号号号到到:jII:|llllじ::1:jj
12-5-1法抜染 I 4 I 22. 53 I 2 -3 I 38. 74 I 2 -3 I 33. 18 

酢酸アルミウムト一一一一一一一一一一一一ト ーーートー一一斗ーー + ート.--- ・+……ー…ー

I 2-5-2法抜染 I 4 I 25. 69 I 2 I 40. 65 I 3 I 33. 66 

抜染後 の色彩 5 I クリーム色 !メロンイェロウ | ゴールド
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4. まとめ

1. 染色別ではA法， B法， c法の順に白抜された。

2 熱を加えて染色した緋はやや色を残して抜けるので白抜には不適である。

3. やや色を残して抜ける植物染めの地色は植物染め独特の色が得られ，実用化によっては斬

新な色彩の草木染め白大島紬を製造することができる。

4. 植物染料抜染は抜染用合成染料のように白抜はできないが染法によっては自大島紬造りの

実用化が可能である。

6 抜染法 2-5ー lから 2-5 -5法の抜染では 2-5-1法とあまり抜染に差がなかった。

5. 参考文献

1 )天野鉄夫植物方言集 14.15.102 (1979) 

2) 丸山武満 鹿児島県大島納技術指導センター業務報告 20 (1978) 

3 )西 決造 鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告 40 (1983) 
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12. 大島紬製造技術を応用した縞格子調生地の開発
(加速的技術開発支援事業)

目的

赤塚嘉'5:g 押川文隆 '~~山晃次

徳永嘉美村田博司西元研了

平問中JJ織物側伊集院制i織物倒

大島紬産業が全般にわたって和装需要の減退や円高などの影響による値崩れ，産地在庫の増

大，伝統技術・技法の動指，後継者難等かつてない危機的状況に置かれている中で，特に奄美

北地域の 3市町は，基幹産業としての大島納への依存度が極めて高いことから，地域経済に著

しい影響を受けている状況にある。

このため，行政・業界が一丸となって新製品・新技術の開発による新分貯の開拓を図り，新

繊維産業分野への展開を図り，大島紬和装製織への一点集中という産業構造の転換の促進によ

り，現状の危機を打開し，奄美北地域の経済の活性化による地域住民の生活の向上と安定化を

図るため，本研究開発に取り組んだ。

[テーマ 1 縞格子調生地向けの複合染色技術の開発]

大島紬の伝統的染色技術である泥染め，草互染め，草木染め，赤土染めなどと化学染料染めを

複合染色する技術を開発 l，消費者ニーズに7 ッチする鮮明で色彩豊かな表現を持つ製品開発

を行った。また複合染色技術を開発するため，染料の選択や色合せ技術，染色助剤の使用条件

などと併せて，摩擦，汗，耐光など竪ろう度向上のため試験開発を行った。

その結果，

①植物染料染めに用いる染色助剤(媒染剤)については， ミョウパン，クロムミョウパン，

酢酸アルミ，塩化第一錫，硫酸銅，硫酸第一鉄，泥の内では摩擦，汗，耐光竪ろう度等より

ミョウパン，硫酸銅，泥が良好なことが分かった。

②化学染料・植物染料染め(媒染剤使用)の複合染色では，スプラノール プリリアント

レッドB・椎十山桃，イルガラン プロン 2G L .椎，アンスラセン ブルー FBR. 

山桃等が植物染料染め単独に比して摩擦竪ろう度には差は見られなかったが，耐光竪ろう度

が向上することが分かった。

③赤土・植物染料染めの複合染色では，今回使用した椎，山桃，モッコタ，シャリンパイ，

福木，イグュ，ハゼともに耐光竪ろう度に差が見られなかったが，鮮やか在色に対するくす

み効果が見られた。

そこで，実際の試作試験では，スプラノール プリリアント レッドB ・椎+山桃(緑) ， 

イルガラン プロン 2 G L・椎(ベイジュ) ，赤土・椎(紫)等の染色糸を使用した。

試作試験ー 1

1. 縞格子調織物(着尺)
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続格千調織物を製作するにあたって最初に糸の目付とその織密度の変化による風合いについ

て検討した。

1 )原料糸 経糸 : 10. 5匁

総糸 10. 5匁

2 )製織条件 i止密度 : 14算

j止幅 40cm 

製繊 .高機による手織り

3 )製織布

(1) 試作-A

(ァ) 色組織(基本単位)

経糸，綿糸. llI. 32本

グレー 8本

黒 16本

白 16本

グレー 8本

黒 32本

(イ) 使用染料

黒 カヤカラン 7'ラック 2 R L 

カヤカラン プロン GL 

グレー ライトグレー l リキッド 50% 

カヤカラン プロン GL  

通常の14算の大島紬を製織する時と同程度の筏打込みをした。経糸密度29本/cm，綿

糸密度30.5本/cm，厚吉0.16mmであり，風合いはシャリ感のある白大島紬と同様な手触

りであった。

(2) 試作 B 

{ァ) 色組織(基本単位)

経糸 黒 32本 紛糸 黒 16本

グレー B本 グレー B本

黒 16本 黒 12本

白 16本 白 14本

グレー 8本 グレー 8本

黒 32本 黒 20本

(イ) 使用染料

試作 A と同様

経糸の張力を試作一Aより若干弱めにし，綿糸の打込みも甘くして製織した。その結

果経糸密度29本/口m，緯糸密度20本/c皿，厚き0.18皿であり，従来の大島調生地に比べ

-71ー
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て柔らかく，ふっくらとした地風のものができた。

(3) 試作一C

(ア) 色織組(基本単位)

経糸 黒 16本 緯糸 黒 28本

グレー 4本 グレー 8本

黒 8本 黒 16本

白 8本 自 16本

グレー 4本 クーレー 10本

黒 16本 黒 30本

(イ) 使用染料

試作一Aと同様

試作 A. Bに比べて経糸の使用総数を半分にして，緯糸の打込みは通常の力で製織

した。その結果経糸密度15.5本/cm.緯糸密度31本/cm. 厚さ0.19mmであり，試作一B

よりも柔らかく在り.ぬめり感が出てきたが，経糸密度が小さいため，締糸がしっかり

と織り込まれず綿糸にずれ及び織り段が生じ布面に部分的に小さ寺穴が見られた。しか

し.この風合いは今後研究することによりスカー 7等に使用できると思われる。

2. 縞格子調織物(広幅)

泥染め，化学染料染め糸を使用して広幅織物を試作した。

1 )原料糸 経糸 : 20匁

緯糸 : 21匁(特別注文，練絹糸と玉糸 (60デニール. 2本)を撚り合わせた)

2 )製織条件緩密度 : 18算

続幅 57cm 

製織 :高機による手織り

3 )製織布

(1) 試{乍ーD

(ア) 色組織(基本単位)

経糸 黒 2本

(色 4本黒4本) x 3 

(色 2本黒 2本) x 10 

色 l本

緯糸 黒 2

(白 4本黒4本)x3 

(白 2本黒 2本)x10 

白 1本

この布は緯方向 4つの部分に分け，それぞれに経糸に白，グレー，オレンジ.

ピンクの 4色の染色糸を配列した。

(イ) 使用染料

黒 泥染め

グレー ライトグレー 1 リキッド 50%

オレンジ デルクス プリリアント スカーレット S -2 R B 
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ピンク デルクスプロン M-3G 

ピンク ライトレッド 3 1)キ y ド 50%

デルクスB エロ一M-GL

lウ) 試験結果

厚さ 0.27mm 汗(酸性)汚染(綿) 4-5級， (絹) 4 -5級変退色5級耐光5級

121 試作一E

(ア) 色組織(基本単位)

経糸 :試作一D と同様 緯糸 黒 2本

(グレー 4本 黒 4本) x 3 

(グレー 2本黒 2本) x 10 

グレー l本

lイ) 使用染料

試作一Dと同様

(ウ) 試験結果

厚さ 0.27mm 汗(酸性)汚染(綿) 4 -5級， (絹) 4 -5級 変退色5級 耐光5級

131 試作一F

(ァ)色J組j織(基本単位)

経糸 : 試作一Dと同様

(イ) 使用染料

試作一D と同様

(ゥ) 試験結果

綿糸 黒 Z本

(オレンジ 4本黒4本) x 3 

(オレンジ 2本黒 2本) x 10 

オレンジ l本

u 

厚さ 0.27mm 汗(醐)汚染附 4-5紙細 3級変退色5級耐光5級 ) 

141 試作 G 

{ア) 色組織(基本単位)

経糸 -試作一D と同様

(イ) 使用染料

試作一Dと同様

{ウ) 試験結果

緯糸 黒 2本

(ピンク 4本黒4本) X 3 

(ピンク 2本黒 2本) X 10 

ピンク 1本

厚さ 0.27mm 汗(酸性)汚染(綿) 4 -5級， (絹) 4級変退色5級耐光5級

泥染め糸使用による柔らかさ，また玉糸と練絹糸の双糸による少しごわごわした布面
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ができるのではと期待したが， 全体的に柔らかいシャリ感のある，暖かさを感ピさせる

布地ができた。用途としてはスーツ等に使用できると忠われる。

試作試験-2 (伊集院絹織物附)

縞格子調織物(広幅)

イ

藍染め，草木染め，赤土染め及びそれらの複合染め糸と化学染料染め糸を使用して広幅織物

を試作した。

1 )原料糸

2 )製織条件

3 )製織布

(11 試作 H 

経糸

経糸 : 9. 8匁

緯糸 : 10.5匁

成密度 : 14算

緩幅: : 57cm 

綾織製 :高機による手織り

な括経糸は 2本合わせで綜統及び波(1羽越し)に通した。

緑

ベイジュ

黄

ペイジュ

縁

青

紫

茶

紫

青

緑

2本

10本

4本

10本

B本

2本

16本

4本

16本

2本

B本

(ア) 使用染料

(ウ)

経糸 緑

綿糸

試験結果

ベイジュ

黄

育

紫

茶

グレー

ペイジュ

椎，山桃， スプラノール プリリアント レッドB

椎， イjレカ・ラン プロン 2G L 

山桃，福木

藍

赤土，椎

赤土

ラニール プラック BGX 

イルカ"ラン 7'ロン 2G L 

カヤカラン プリリアント エロー 3G L 
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厚さ O.46mm 汗(酸性)汚染(綿)4-5級. (絹) 3 -4級変退色4-5級耐光5級

通常の大島紬調平織りとは呉なり，経糸は 2本合わせで綜統及び成(1羽越し)に通l-.

緯糸は 2本合わせで製織したため，厚みのある非常に柔らかいふっくらとした生地ができ

た。また手織の特長を出すため，緯方向に部分的に茶色の毛糸を織り込んだことによって

ポイント性のあるものができた。

[テーマ2 洋装用広幅織物の開発l

手織で布幅を広げると，経糸張力の不均一，糸の密度むらが生ピ，締糸の織り込み作業が困

難になるが，この作業を克服するために原料絹糸の使用法等の改善と同時に製品開発を行った。

試作試験 l 

1. 経ずらし柄

蟻染め糸を使用して広幅織物を試作した。

1 )原料糸 経糸 : 8. 8匁

綿糸 : 10.5匁

2 )製織条件 j苫密度 14算

成幅 : 57cm 

製織 高機による手織り

3 )製織布

(1) 試{宇一 l

{ァ) 染色法

経糸 : 一部をピニール紐でくくり淡〈染色後，前のくくり部分に連続してー

部をくくり監を捜色に染色

緯糸 : 藍で淡く単色に染色

(イ) 使用染料

インドアイ液

(ウ) 試験結果

厚さ 0.16醐汗(酸性)汚染(綿) 4-5級. (絹) 4 -5級変退色 5級耐光3級

経糸は手くくりの長緋(同一文様)をずらして柄を出し柄合わせ(緋合わせ)は行わずに

製織した。シャリ感のある西洋風の色彩をもっ生地ができた。長紛のずらし方法は手製の簡単

な装置を作り使用した。この装置で柄出しを行うことはできたが，経糸の巻き込み等，

困難であったので今後改善の必要があるものと思われる。今回の試作品は大柄のため使

用法を検討する必要があるが，室内カーテン等には柄としては使用できるのではと考え

られる。

試作試験 2 

1. 広幅織物

藍染め，草木染め，赤土染め及びそれらの複合染め糸と化学染料染め糸を使用して広幅織物

を試作した。
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1 )原料糸 経糸 : 9. 8匁

緯糸 : 12匁， 8. 5匁

2 )製織条件 成密度 : 14算

i1f.幅 : 57cm 

製職 :高機による手織り

なお経糸は 2本合わせで綜統及び筏(1羽越し)に通した。

3 )製織布

(1) 試作一J

(ア} 色組織(基本単位)

経糸 :試作-Hと同様 緯糸

(イ) 使用染料

経糸 試作一H と同様

緯糸 ラニール ブラック BGX 

イルガラン 7'ロン 2 G L 

:十数本の糸をまとめてチュープでくくり

化学染料で摺込み染色したもの一種類

アンスラセン フ・ルー FBR 

スプラノールプリリアント レッド B

カヤカラン プリリ 7ント エロー 3GL 

{叫試験結果

厚さ 0.59mm 汗(酸性)汚染(綿) 2級， (絹) 1-2級変退色4級 耐 光5級

緯糸は10本合わせ (12匁)の焦げ茶色糸と12本合わせ (12匁)の明るい多色入り緋糸

を交織し所々に青色の毛糸を織り込んだ。

(2) 試作 X 

(ァ) 色組織及び使用染料

試作一Jと同様

(イ) 試験結果

厚さ 0.52mm 汗(酸性)汗染(綿) 2級， (絹) 2級変退色4-5級 耐 光5級

緯糸は10本合わせ (8.5匁)の泥藍染と糸12本合わせ (12匁)の白・黒染め緋糸を交

織し所々に黄色の毛糸を織り込んだ。

(3) 試作一L

(ァ) 色組織及び使用染料

試作一Jと同様

(ィ) 試験結果

厚さ 0.67mm 汗(酸池)汗染(綿) 2級， (絹) 2級変退色4-5級 耐 光5級

緯糸は 2本合わせ(グレーと茶)の地糸と 12本合わせ (12匁)の明るい多色入り緋糸

を交織した。その結果試作一J， Kとは異なり，所々に縮みのある布面ができた。これ

は緯糸に 2本と 12本の異なる糸を織り込んだことによるものと思われる。

(4) 試作一M
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(ア) 色組織及び使用染料

試作一Jと同様

(イ) 試験結果

厚さ O.55mm 汗(酸性)汚染(綿) 2級， (絹) 2級変退色4-5級耐光5級

緯糸は 2本合わせ(赤土と草木染め)の生地と12本合わせ (12匁)の焦げ茶色緋糸

を交織した。試作-Mと同様に所々に縮みのある布面ができた。

全体的に東南アジア風(エスニックパターン)の暖かさを感ビさせる織物ができた。緯糸に

12本合わせ糸等を使用したため厚みのある織物と在った。また緯糸に 2本合わせ， 12本合わせ

の異なった糸を使用したことによって縮みのある布面ができることが偶然に分かった。>i:1;'経

系と緯糸の太さが異なるため製織したままの状態では緯糸がほつれてくるので，これを防止す

るために樹肪加王等の工夫が必要である。用途としては初期の目的である洋装用，和装小物用

インテリア小物用等色々と考えられるが，今後の研究が必要である。

[テーマ 3 縞格子調生地にマッチするデザインの開発]

大島紬の代表的な古典柄，パラ，ツガ，ソテツパ，銀，白等を展開し，パラエティに富む新

規でかつ斬新，続格子デザインを開発するために基本的柄の収集とその展開を行った。

結 果

今回は簡単な柄の収集とその展開にとどまったが，より多くの柄収集とその展開を行うこと

によって大島紬も洋装方面への参入が可能に在るものと思われる。

・達成度

縞格子調デザインの開発については大島紬の特色を出すため泥染め，複合染めとの調和に

配慮した。柄の構成・展開についての製品作りは一応達成できたが，配色については今後さ

らに検討が必要と考えられる。

複合染色については泥染め，草木染め，赤土染めなどの技術についての基礎研究があり，

これらをもとにして研究を進めた結果予期した程度まで逮成できたと考えられる。

広幅手織りについては14算， 18算，尺，尺 5幅は試作できたが15.5算への応用までには至

っていない。

-問題点と対策

複合染色や織り組織の開発には従来の大島紬製造技術が応用できる。今後は目的に適合し

縞格子調デザインの開発にもっと力を注がねば寄与~ ¥，.)00 縞格子は単純に見えながら野暮っ

たくもなれば粋にもなり非常に奥行きが深い。大島紬の十の字，ツガ，パラ等の柄を巧みに

生かした縞格子調デザインを引続き試みる必要がある。

・実用化の見通し

いまシルク(絹)の静かなブームが洋装分野で起こりつつあると言われている。シルクの

吸湿性，放湿性，保温性，肌触りの良さなどの特長がアウターウェアだけで主く，インナー

ウェアの分野にも浸透しつつある。カジュ7ルウェアの高級化の流れの中でこの方向はます
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ます確かなものになって行くと考えられる。そのような観点からみると，大島紬の特長を備

えた縞格子調生地の開発は今後有望であると考えられる。シャツ，プレザー，ワンピース，

寝装具等への応用・展開が期待できる。
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13.デザイン・イメージの分析手法について

一大島紬のデザイン・イメージ評価と晴好に関する研究-

今村順光(図案研究室) 西元研了(染色化学研究室)

1. はじめに

本試験は，大島紬のイメージ評価と噌好の相関関係について， S D法によりイメージ評定を

行い，そして， コンビュータを用いて，因子分析と心理的価値観の解析を探るための予備調

査と実験をおこなった。

今回は，これまで研究した主観的評価で不十分であった点を，客観的，定量的に要因を抽出

するとともに，価値観の変化を捉えることを目的とした。そして， S D法は現在において，

最も一般的に使われている。 Osgood，C，Eによって考案された SD法 (Semantic

Di f f e r e n t i a 1法，意味微分法) )を大島紬のデザイン・イメージ分析手法として活用し，

「イメージ測定」)がどの程度まで可能かを実験したものである。

2. イメージ分析

2 - 1 実験用サンプル

図柄・色彩のイメージ評定では資料 1に示した 7種類の実験用サンプル写真を選択し調

査に使用した。

資料 1 実験用サンプル写真

1 2 3 4 

5 6 7 
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2 -2 調査方法

2-2ー1 形容詞対の選定

日本語の形容詞の意味分類はおおよそ. 5つくらいに分けられる。今1"1はこのイメージ分類

に基づく 5分野から分散するように，図柄・色彩のそれぞれの調査について。 10対ずつの形容

詞対を選ぴ，要因別の因子分析を行った。

資料2 形容詞対の分類

形容詞対分類 図柄イメージ 色彩イメージ

心情的因子
斬新なーありふれた 派手な地味な

(心情連想イメージ)
派手な一地味な 年配向きー若向き

年配向きー若向き

力動的因子
静的な動的な

(ダイナミック)
おちついた あわた くどい あっさり

だしい

尺度的因子

(尺度スケ ルに闘す 単純な複雑な

るイメージ)

好きなー嫌いな 好き喜一線いな

価値的因子
1:1'しい ほしくない ほしい ほしくない

(価値判断にかかわる
上品なー下品な 上品な下品在

イメージ)
セミフォーマルな 調和なー不調和な

カジュアルな セミフォーマル在

カジュアルな

感l生的因子 明るい一時い

(感覚転移イメージ) 軽い一重たい

2-2-2 尺度の決定

評価の重みづけとして「非常にJ rかなり J rややJ rどちらともいえないJ など何段階に

するかをきめる。よく使われるものとしては 3段階. 5段階 7段階 9段階があるが，今

回の実験では，形容詞尺度上で. 7段階で評価させた。(資料 3. 4を参照して下さい)
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色彩イメージ調査用紙

写真パネルによる色彩回噌好傾向調査
[色彩イメージについて〕

資料4図柄イメージ調査用紙

写真パネルによる図柄回噛好傾向調査
〔図柄イメージについて〕

[同警用紙]

資料3

[回答用紙]
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刷新新な
(71静的奇
(81おちついた

(91 1ましい
(1m上品な
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カジュアルな
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111野きな

(21派手な
(31年配向き
141桂 い
(51 セ ~7 ~“マ凡な
(61明るい
(71く ど い

(81調 和
(91ほしい
U湖上""な

評定者としてどんな人がよいかについてのべれば，評定する概念について何も知らないため，

イメ ジの形成されていない人は，評定者としては無理なのできけた方がよい。調査目的によ

広〈ランダムに評定者を求めなくてはならない。評定者の人数は統計的処理を考える

評定者2 - 2 - 3 

つては，

人数は手法に重点を置いたため，(今回の実験では，と，少なくとも50人以上を必要とする。

当センター職員11名に評定させた。)T満たしていないが，

分析方法2 -3 

イメージ・プロフィル2 -3 -1 

各スケールについて線で評定者全員についてスコアを集計して平均化する。その平均点を，

このイメージ・プロフィルを比較検討することつないだものをイメージ・プロフィルという。

v としている集団ではどんな差迫がある「わるいJとしている集団とそれを「よいJによって，

イメ ジ・プロフィルではどこに速いがあるかを知ることは有効な場合が多い。

SD法によるプロフィル

(/) IJ'， 

資料5

嫌いな

地味な

複雑な

内
喝
U

-81 

-2 -1 。

六一一:¥¥A 
十l+2 +3 

好きな

派手な

単純な
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2-3-2 因子分析

今回の因子分析の手法としては「相関係数を内積で表す方法」として，ヤコピ法で従えるこ

とにした。そして，このプログラムを使って予備実験を行った。その手順は，下記の閃 lにし

たがって，分析結果を求めた。

図 1 7ロ チャート

図柄，色彩 の晴好

イメージ調査 (SD法)

10対ずつの形容詞対を

11人で評価

3. 調査結果

3 -1 図柄イメージ

相関行列を求める

因子負荷量の算出

イメージ櫛造を求める

因子得点の算出

イメージ構造に対応する

図柄.色彩の位置づけ

イメ-:;/の評価と

相関，関係

好まれる図柄，

色彩

{表 1)

評定者全員の評定結果を平均化し，図柄イメージの平均尺度値を求めた。得点。.00というの

は尺度の中央(どちらとも言えない)に平均値がくることを意味している。

図 2は，好評的，不評的なサンプルをリスト 7.，プしてイメージ・プロフィル比較したもの

である。図 3は r好きなJ r嫌いな」のイメージに対して，サンプルの順位を示したもので

ある。

表 l 図柄別イメージ平均尺度値 (SD法)

尺度図柄'(!Jo. l 2 3 4 5 6 7 
(ー)

好 き な +0.45 +0.09 +0.54 -0.45 -1.18 0.00 十1.45 嫌 し、 な

派 手 な -0.72 +1.00 -0.72 +1.63 +1.72 0.27 -0.90 主担 味 な

年 配 向 き 十日36-0.72 +1.09 一1.00 0.90 1.09 +0.72 若 向 き な

単 純 な +1.36 0.00 -1.00 -1.18 -0.54 -1.18 ー日81 複 雑 な

セ EフォーマJレな +0.09 -0.72 +0.27 +0.18 -1.09 -0.45 +1.45 カジュ 7 )レな

新 新 な -0.36 +0.09 -0.90 +1.09 +0.72 1.36 +0.09 ありふれた

静 的 な 十日45 -1.36 +1.54 1.36 0.54 +0.90 +0.54 動 的 な

おらついた +0.90 -1.00 十1.54 1.09 -0.72 +0.72 +1.00 あわただしい

tま し し、 -0.09 -0.54 -0.27 -1.00 一1.36 -1.00 +0.90 ほしくない

上 品 な 十1.00 +0.09 +1.18 十0.27 -0.45 +0.18 +1.72 下 日ロロ な
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図 2 NO.5とNO.7のイメージ・プロフィル比較(図柄)

(1) 好きな

(2) i，尻手な

(3) 年配向き

(4) 単純な

(5) セミフォーマルな

(6) 斬新な

(7) 静的な

(8) わちついた

(9) ほしい

(10) 上品な

+3 +2 +1 0 ・1 ・2 ・3

が.5のサンプル

胤 7のサンプル

嫌いな

地味な

若向き

複雑な

カジュアルな

ありふれた

動的な

↑荒ただしい

ほしくない

下品な

図3 1"好きなJI嫌いな」のイメージに対して
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表 2 図柄イメージ尺度聞の相関行列

イ メ 三:;> 好きな 派手な
年配

単純な
セミフォ

斬新な 静的な
吉正ち着

ほしL、上品な向き 一帯レな L、Tこ
好 き な -0.475 0.204 0.042 0.532 -0.024 0.340 0.446 0.773 日日3

派 手 な 0.475 -0.351 ー0.193 0.351 0.315 0.5印 -0.690 0.418 -0.474 

年 配向き 0.204 -0.351 -0.114 。お8 0.191 0.377 0.452 。170 0.441 

単 純 な 。024-0.193 -0.114 -0.074 -0.236 -0.005 0.040 -0.127 -0.093 

セEフォーマルな 0.532 -0.351 0.338 -0.074 -0.131 0.478 0.447 0.508 0.365 

斬 新 な -0.042 0.315 -0.191 0.236 0.131 -0.281 0.248 。郎9 0.095 

静 的 な 0.340 一位560 0.377 -0.005 0.478 -0.281 0.721 0.393 0.346 

おらついた 0.446 0.690 0.452 0.040 0.447 0.248 0.721 0.479 0.593 

ほ し L、 0.773 0.418 0.170 -0.127 0.508 0.069 0.393 0.479 0.663 

上 I日 な 0.533 -0.474 0.441 -0.093 0.365 0.095 0.346 0.593 0.663 

表 3 <好きな>と他尺度との相関係数(図柄)

イ メ ~ 

派 手 な

年 配 向 き

単 純 な

セミフォーマJレな

斬 新 な

静 的 な

お ち つ いた

ほ し L、

上 品 な

係 数

-0.475 

且204

0.042 

来 0.532

0.024 

0.340 

0.446 

iIi 0.773 

iIi 0.533 

他尺度との相関関係をみる

セミフォーマJレな「

ほ し い!価値的因子

上品な」

表2は.尺度相互閣の相関行仰を求めたものである。

乙の表2から<好きな>と他の尺度との相関係数を書

き出してみると表3のようになる。

表2のデータを使って，ヤコビ法により因子分析をす

ると，表4および表5のようになる。表5はパリマッ

クス法による回転後の結果である。

各因子に因子負荷量の高い尺度を書き出してみると表

6のようになる。 ζ 乙で，重要な因子を第4因子まで

取り上げる。
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因子分析結果(回転前)

COMMUNALITIES & FACTOR LOADINGS (ROW=VARIABLE COLUMN=FACTORl 

COM l 2 3 4 5 6 

1 0.757 EE 0.240 Q357 -Q125 -Q144 -Q142 

2 0.630 -0.262 -Q088 -QI08 -Q162 0.057 
3 0.913 0.551 0.119 圃 0.371 -0.388 -0.016 
4 0.969 -0.007 0.612 0.308 -0.183 0.168 
5 0.864 巨国 0.095 0.015 -0.388 -0.345 0.348 
6 0.957 一0.229 1-0.7841 0.132 0.363 0.084 0.366 
7 0.796 0.723 0.237 -0.170 -0.106 0.312 0.284 
8 0.807 0.825 0.174 -0.087 0.124 0.263 0.065 
9 0.835 0.743 0.4 01 0.277 -0.119 0.010 -0.175 
10 0.731 0.723 0.286 0.028 0.305 0.006 -0.179 

表4

因子分析結果(回転後)表 5

(ROW=VAR 1 ABLE COLUMN=FACTOR) COMl¥柾JNALITIES& FACTOR LOADINGS 

6 

0.029 0.172 0.281 
-0.1旦 10.60 21 -0.02 3 
川9011 0.244 0.139 
-0.067 0.045 -0.031 
0.157 0.255 10.8031 

-Q074 -Q200 -Q049 
0.100 川.8211 0.279 
0.251 川77引 0.078

-0.005 0.238 0.201 
0.37 3 0.33 1 -0.0 4 6 

5 4 3 

0.039 0.074 
-0.208 -0.187 
0.094 -0.071 
0.115 10.9731 
0.058 -0.043 

1-0.9431-0.123 
0.118 -0.046 
0.096 0.030 

-0.060 -0.109 
-0.154 -0.053 

2 1 

匡8001
-0.395 
0.094 
0.032 
0.353 
0.073 
0.132 
0.360 
10.85引

ω.6741 

COM 

0.757 
0.630 
0.913 
0.969 
0.864 
0.957 
0.796 
0.807 
0.835 
0.731 

'
A
の
t
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q
υ
A
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t
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因子負荷量の高い尺度(図柄)

FACTOR イ メ '2/ 

F 1 く好きな>. <ほしい>. <上品な>

F2 くありふれた>

F3 く単純な>

F4 <年配向きな>

F 5 く地味な>. く静的な>. くおらついた〉

F6 <セミフォーマルな>
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主要な因子は第4因子

価値的因子

尺度的因子

(4)心情的因子

(2)心情的因子

表 6

までである。

(1) 

(3) 



¥ー/

ぺ
'
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表 7 図柄別因子得点

Factor 1 

0.290 

0.203 

-0.067 

-0.340 

-1.117 

-0.484 

1.200 

Factor 2 

0.049 

0.194 

0.706 

0.812 

-0.659 

1.081 

-0.085 

Factor 3 

1.351 

0.009 

1.086 

-1.042 

-0.568 

0.899 

-0.681 

Sample 1 

Samp 1 e 2 

Sample 3 

Sample 4 

I :ampl e ~ 
Sample 6 

Sample 7 

サンプル別の因子得点を求めると a 表7のようになる。

この得点は，各サンプルのイメージ因子を軸とする直交座標上に位置づけされる

ζ とを意味している。この様子を図fL示すには 3次元の空間を考える必要がある。

図4-1-3は因子空間でのサンプノレ別の相対的位置を示している。

図柄イメージの相対的位置

図4-1
(FI-F2) 

おりふれた
(心情的図子)

_6 

不評的

-5 

5・

図4-2

-2 
・1

価値的因子と
心情的因子

(価値的因子II
好評的I I不評的

7 

-4 

新新な

図4-3

複雑な

(F2-F3) 
ありふれた(心情的l息子)

-3 

-2 

o 

-5 

-4 

斬新な

(FI-F3) 
胤純な{尺度的関子)

・1

-6 

_2 

-5 

4 - _ 
ヨ

繊維な

-6 

心情的因子と
尺度的因子

エJ
単純な

υミ{史的"1子)
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3-2 色彩イメージの結果

評定者全員の評定結果を平均化1.-.色彩イメージの平均尺度値を求めた。(表 8) 

図 5は，好評的，不評的なサンプルをリストアップしてイメージ・プロフィル比較したもので

ある。図 6は r好きなJ r嫌い在」のイメージに対してサンプルの順位を示したものである。

表 B 色彩別イメージ平均尺度値 (SD法 )

尺度
色彩{+.)Ha l 2 3 4 5 6 7 (ー)

好 き な +0.81 0.00 +0.63 -0.18 0.09 +0.09 +1.73 嫌 し、 な

派 手 な +0.18 +0.81 -0.81 +0.72 +1.00 +0.72 -0.82 地 味 な!

年 ~c 向 き +0.09 -1.18 十1.45 一0.63 +0.09 -0.45 +0.91 若 向 き な

軽 L、+0.63 +0.72 一0.27 +0.18 -0.27 +0.81 -0.4 5 重 し、

セミフォーマルな 一0.09 0.90 +1.36 +0.18 -0.90 -0.54 +1.36 カ!/.:1. 7 )レな

明 る し、 +0.45 +1.18 -0.72 +0.63 +0.81 +0.90 -0.09 暗 し、

く ど し、 1.09 +0.18 +0.09 +0.72 +0.72 一0.81 -0.09 あ つ さ り

調 手口 な +0.45 -0.27 +0.81 +0.18 0.81 +0.63 +1.64 不 調 手日 なi
ほ し L、 -0.27 -0.45 -0.18 -0.63 1.36 0.63 +1.00 ほしくな L、

上 品 な +0.63 +0.09 +1.27 +0.36 -0.4 5 -0.27 +1.73 下 品 な

図5 No5とN07のイメーク プロフィル比殺

+3 +2 +1 0 .1 '2 ・3

(1)好きな 雄 いな
サンプル別のイメージ特性を知る

(21派手な 地時な
|尚7の恥一対ぺ

(31年配向き 若向 き

(41軽 L、 重 地味な、如、

(51 セミ7ォーマルな カジュ7Jレな 年配向きなJシ…
(61明るい 暗

セミフォーマJレな (おちついた)
しヨ

調和な

(71 くど い あっさり

181調和な
，' ， ， ， ， 

不調和在

191 ほしい
、、 Eの 不 評 的 イ メ 吋 し て |1.しくをい

，，/ 
帥上品な 下品企

コ(-~ャスなイメ一口

;fo.5のサンプJレ
カジュアノレな

J(o.7のサンプJレ 不調和な (豪華な)
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図6 r好きなJr嫌いな」のイメージに対して

好 き な 嫌いな

1位 I 2位

No. 7 No.5 NO.1 NO.4 NO.3 

表 9 色彩イメージ尺度聞の相関行列

イ メ 一 ジ 好きな 派手な 年間き 軽い セーマミノフレなォ 明るい くどい 調 和 ほしし1 上品な

好 き な -0.212 0.258 -0.039 0.401 -0.083 -0.374 0.633 0.721 0.630 

派 手 な -0.212 -0.450 0.313 -0.339 0.518 0.126 -0.340 -0.298 -0.380 

年配向 き 0.258 -0.450 -0.350 0.509 -0.511 -0.040 0.386 0.211 0.386 

軽 し1 -0.039 0.313 -0.350 -0.293 0.455 -0.185 -0.204 -0.101 -0.336 

セミフォーマノレな 0.401 -0.339 0.509 -0.293 -0.332 0.011 0.413 0.469 0.589 

明 る し、 -0.083 0.518 -0.511 0.455 -0.332 -0.154 -0.186 -0.039 -0.271 

ど し1 -0.374 0.126 -0.040 -0.185 0.011 -0.154 -0.441 -0.387 -0.309 

調 和 0.633 -0.340 0.368 -0.204 0.413 -0.186 -0.441 0.564 0.682 

ほ し l' 0.721 -0.298 0.211 -0.101 0.469 -0.039 -0.387 0.564 0.650 

上 口口口 な 0.630 -0.380 0.386 -0.336 0.589 -0.271 -0.309 0.682 0.650 

表 10 <好きな>と他尺度との相関係数

他尺度との相関関係をみる
イ メ 一 ジ 係 数

派 手 な -0.212 

年配向 き 0.258 

軽 l' -0.039 

セミフォーマノレな 0.401 

明 る し、 -0.083 

く ど し1 -0.374 

調 和 ※ 0.633 

ほ し l' ※ 0.721 

上 口口口 な ※ 0.630 

子因的値価
「
|
|
」

な

な

い

な

し

νマ「
和
し
品

フセ

調

ほ

上

表 9は，尺度相互間の相関行列を求めたものである。この表9から

く好きな>と他の尺度との相関係数を書き出してみると表10のよう

になる。

表 9のデータを使って ヤコビ法により因子分析すると，表11およ

び表12のようになるo 表12はパリマックス法による回転後の結果で

ある。

各因子に因子負荷量の高い尺度を書き出してみると表13のようにな

る。ここで，主要な因子を第4因子まで取り上げる。
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表11 因子分析結果 (回転前)

COMMUNALITIES & FACTOR LOADINGS (ROW=VAR IABLE COLUMN=FACTOR) 

COM l 2 3 4 5 6 

1 0.818 0.715 0.435 0.147 0.028 -0.084 -0.297 
2 0.904 -0.604 0.343 0.513 -0.071 0.373 -0.122 
3 0.766 0.618 -0.389 -0.108 0.251 0.395 -0.043 
4 0.936 0.421 10.5971 -0.200 0.597 -0.042 -0.075 
5 0.843 10.7041 -0.167 0.354 0.322 0.020 0.300 
6 0.692 -0451[亙 0191 -0056 70013 0.251 
7 0.838 -0.343 0.458 0.187 -0.249 -0.165 
8 0.646 0.747 0247 -0039 -0097 0.110 -0.066 
9 0.724 0.712 0.395 0.138 -0.014 -0.202 0.008 

I 10 0.719 0.822 0.129 0.136 -0.089 -0.024 0.028 

表12 因子分析結果 (回転後)

COMMIJNALITIES & FACTOR LOADINGS (ROW=VARIABLE COLUMN=FACTOR) 

COM 1 2 3 4 5 6 

1 0.818 10.8911 0.113 -0.084 0.067 -0.013 。022
2 0.904 -0.180 0.277 0.088 0.126 10.8721 -0.117 
3 0.766 0.167 l-0.7771-0087 -0126 -0147 0.298 
4 0.936 0.078 0.214 -0.104 匹豆豆 0.135 -0.092 
5 0.843 0.413 0.289 0113 -0116 -0124 巨豆E
6 0.692 -0.066 10.6321 -0.2 ()_!l_ 0.278 0.408 0.028 
7 0.838 0.338 0.045 1 0.8361 -0.1 2 3 0.050 0.073 
8 0.646 0.667 -0241 -0320 -0133 -0100 0.115 
9 且724 0.791 0.061 -0.145 -0.019 -0.151 0.223 
10 0.719 0.707 -0181 -0153 -0245 -0154 0.283 

表13 因子負荷量の高い尺度(色彩)

主要な因子は第4因子

までである

(1) 価値的因子

。)感性的因子

(3)力動的因子

(4) 感性的悶子

FACTOR 

F 1 

F2 

F3 

F4 

F5 

F 6 

イ メ 主2

<好きな> くほしい> <調和な> <上品な>

<明るい> <若向き>

くくどい>

<軽い>

く派手な>

<セミフォーマルな>
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表 14 色彩別因子得点

Factor 1 Factor 2 Factor.3 

Samp le 1 0.487 -0.162 -0.879 

SamP 1 e 2 0.054 1.042 0.227 

Sample 3 0.414 一1.211 0.134 

SamP 1 e 4 0.008 0.4 6 5 0.504 

SamP 1 e 5 -0.497 0.135 0.295 

Sampl e 6 -0.038 0.209 -0.912 

Samp 1 e 7 1.056 -0.845 0.248 

、f
p
J

1
1
 

サンプル別の因子得点を求めると，表 14のようになる。

この得点は，各サンプルのイメージ因子を軸とする直行座標上に位置づけされるこ

とを意味している。 Eの様子を図に示すには. 3次元の空聞を考える必要がある。図

7-1-3は因子空間でのサンプル別の相対的位置を示している。

、~

色彩イメージの相対的位置

図7ー l
(FI-F2) 

図7-2
(FI-F3) 

〈どい(カ動的現子}明るい(感性的周子}

• 2 

価値的因子と

4・ 感性的因子 4・ 価値的因子

(価値的好因判子的} 5・ .2 .7 

不問的 不評"'
. ， 

• 5 .， 好評的

6 
(価低的問チ}

'7 6・ .， 
/、

'O 

一J 怖い あっきり

図7-3 (口一円}

〈どい(力動的因子l

目告い

.， '7 5 
.2 

力動的因子と
感性的因子

'4 

明るい
(感性的因子目

i I・6

あっさ η
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4. まとめ

悶子分析の結果からサンプルの各デザイン要素，図柄と各因子，色彩と各国子(イメージ)

の関連について.目立った点をまとめると次のようになる。

I図柄1
(1) 図柄は「ありふれた 斬新な因子J と関連が非常に深<.そのどちら側に寄っても，不

評的なイメージが強い。そして，その中間的な位置では好評的在イメージとして見呂れ

ている。

121 他の因子との関連は「単純な 複雑な因子」をみると. (複雑在〉因子の中でも不評的，

好評的に強くわかれている。(単純な〉因子は不評的一好評的の中間的のイメージとな

っている。

131 r複雑で斬新」な因子は不評的なイメージとして強くみられている。

[色彩l

(11 色彩は「明るい 暗い」と関連が非常に深<. 11音い側に寄ったサンプルは好評的なイメ

ージが強い。そして，その中間的な位置では，不詳的と好評的にわかれているが，やや

不評的主イメージとしてみられている。

(2) i也の因子との関連は r<どい あっきり」の因子をみると，ややくどい側に寄っても不

評的と好評的に強くわかれている。

(31 rくどいー暗い因子」は好評的なイメージとしてみられている。

以上の結果から，各サンプルのイメージを決定づけるのは，図柄としては rありふれ

た 斬新な」で，色彩は「明るい 暗い」かによって「不評約一好評的J かに寄与して

いることカずわかった。

今回の実験では，サンプルと形容詞対話が少なし評価対象がせばめられたので，今後

の検討課題とします。

。
参考文部:

I )岩下豊彦 rsD法によるイメージの測定」川島書盾 (1985)

2 )小原二郎「デザイン計画の調査・実験」鳳山社 p 65-76 (1969) 

3 )小林重順「イメージ戦略」鳳山社 p 57 

4 )奥村晴彦「パソコンによるデータ解析入門」技術評論社 (1986)
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14 .大島を素材としたシャツのデザイン

徳永嘉美

1. まえがき

奄美大島北部の笠利町は，これまで男物亀甲大島紬の産地としてほぼ順調に発展してきた対

近年は経済環境の変化にとも♀って消費性向の高文化への進行，加えて和装需要の減退による

構造的不況下にあり，従来の重量・茶亀甲一辺倒からの脱皮を余儀なくされてきている。

この様な状況の中で，草木泥や色亀甲者どのカラーバリエーションあるいは亀甲耕を利用 L

た女物大島納への展開などが努力されており，ー方では地元農協を通Uで大手商社との提携に

よるネクタイの開発など7ァッショングッズとしてのムープメントなどもみられる。

これら伝統技術との活用と併せて紬素材の多様途化を目指すことは，現状の打開と産地経済

の活性化を促L.，地域産業の創造意欲の向上にも資することから今後認識を深めていかなけれ

ばならない課題である。

なお新分野への展開は，商品特性やコストの問題など慎重を要するところであるが，今回は

笠利町役場の依頼で，昭和 63年度新奄美空港開港に向け並びに物産展等の宣伝効果をも含め

た役場職員のユニフォームシャツを大島紬でデザイン試作した。そして，この経験が今後の新

商品開発への布石となれば幸いである。

2. 内容

(11 デザインコンセプト

南国奄美のイメージを表現の主眼におき，笠利町の特産品である亀甲をあしらい，開I花で

あるシャリンパイの花をモチーフとするデザイン条件で老若男女兼用のデザインとする。

またクライアントの意向つまりはシャツの使用目的がイベント用であるのか通常の制服と

するのか明確でないので，二通りの方向でデザインする。

(21 技術上のポイント

・従来の着尺用大島紬素材を使用する。

・産地における亀甲製織りの慣れの問題から亀甲は経緯緋，シャリンパイの花は締総紛

で表現する。

・大島紬制作上の制約とコストの問題から亀甲のデザインはストライプの縞精成とする。

・彩色数もできるだけ少辛くして 4色-5色でまとめる。

・整経長は 24mとして 6着分の縫製を単位とする。

・織り幅は当産地でヤー Jレ幅が対応できないので，亀甲広幅を使用する。

.製造に当たっては地元大島紬製造業者とタイアップする。

・縫製はサイズ別に専門庖に依頼し 20 0着製造する。
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3. 結果

(1) アイデアスケァチ

①柄

亀甲 大島紬大自の大きさとした。

花 ー抽象表現と具象表現の二つの方向性で数十点構成デァサンしたところ抽象表現

ではシャリンパイらしさに欠ける点が見受けられたので，具象表現でのレイアウ

トを選択した。

②色 ーデザイン構成した柄をそれぞれ20枚程コピーをして，色筆で配色バリエーション

を検討した。

(2) デザイシ錨画方法

アイデアスケッチを基にして，表現材料は画用紙，ポスターカラー，色鉛制使用して ¥_) 

ポカシ技法を取り入れた。

(3) デザイン試作

柄よりむしろ配色を重点に 25点のデザインを試作した。

①試作 1 (イベント用)

奄美の海のイメージでプルーを基調色として，シャリンパイの葉と花をモスグリーンと

イエロー，ピンクのボカシでトーンを作り全体的には大柄で補色対比の派手さを狙った。
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151 デザインの選択

役場職員の男女それぞれ年代別に代表者 12名の参加で検討会を開き，原因 25点の中

から 4点を選んでペーパーによる仮縫製後再度検討したところ「試作 6J に決定した。

161 試作縫製

本来ならばシャツの縫製デザインも考慮すべきであるが，今回はアロハ調ということで

専門庖のモデルを基にカッテイングの検討程度に止めた。

4. まとめ

大島紺1の素材を利用してシャツのデザインを試作したところ，筆者はイベント用(大柄表現)

にウエイトを遣いてデザインしたのであるが，アンケートの結果通常に着るもの(小柄表現)

が優先選択された。今回は予算の関係上 1点が製造されたのみであるが，他のデザインは笠利

町役場に保管され今後機会を見て検討されるようである。

また今回の製造に携わることで，予想はしていたものの大島納の製造コストの高きが改めて

認識された。これはいうまでもなく生産工程の細分化に起因しており，今後新商品に取り組む

場合は大島紺lの特性を生かした高付価値加，低コスト化技術の確立が必要であり飽くなき細心

の努力と大胆な挑戦を感じた次第である。

最後に大島紬によるシャツの製造を心置きなく引き受けて下さいました地元紬製造業者の柏

田正輝氏に感謝致します。
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15. 大島紬の緋表現(抱合数別基礎試験)

徳永嘉美

1. まえがき

大島紬に台ける緋締加工は通常抱合数 16本で行われている。この数字は染色，胡l工及びコ

ストなどの面で実に合理的であり，歴史の中で生み出されたものであるといえる。

しかし，より細微でシャープな緋表現を求めるならば，前報の試験結果から抱合数 16本で

は地切れが悪〈不適当であったので，適正抱合数を検討する必要がある。そこで今11.'1は，抱合

数 2-1 6本の偶数8段階の緋表現タブレット 16 8例を試作した。

2. 実 験

(1) 原料絹糸

大島紬練絹糸を使用 経糸 (40 9付) 緯糸 (40 9付)

(2) 緋締法

①緯緋締

②使用成

③使用締機

④使用ガス綿糸

⑤絹糸抱合本数

⑥ガス綿糸引込み本数

十の字餅

サベ十の字緋

長緋(ボカシ〉

15.5算(サベ十周 4羽 l閲 620羽)

手締機

80/2 S 

2， 4， 6， 8， 10， 12， 14， 16 

2， 4， 8， 12， 16/1羽

2， 4， 6， 8/1羽

2， 4， 6/1羽 4-2， 6 -2， 8 -2， 6 -4， 8 -4/1羽

長紛(プログレッシプ) 2 -4 -2， 2 -4 -6 -4 -2， 8 -6 -4 -6 -8， 12 -8 

-4 -12/1羽

(3) 染色法

①使用染料

②染料濃度

③染色技法

. ， 

カヤカラン7"ラァク 2R L 

8%O.W.f 

浸染による大島紬緋染色法

(7)冷浴 3分間もみ染 (イ)染液温度 50 OCで酢酸 5%添

加 3分間もみ染め (ウ) 9 0 ocで5分間煮め 煮染め

." ; 、

-98 









/ 

'~ 

4. まとめ

大島紬における緋抱合数別基礎試験を行った結果， 十の字緋は抱合数 8-1 2本， サベ十の

字緋は 6-1 0本， 長緋〈ポカシ〉は 4-1 2本， 長緋〈プログレァシプ)は 8-1 2本が適

当であり総合的に判断すると 10本が最も字切れがよく適切な抱合数であった。今後は. これ

ら一連の試験結果を基により多くの緋表現のデータベース化に努め造形を深めていく必要があ

る。
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16.大島紬の色調と紛に関する研究(泥染大島紬編)

冨山晃次

1. はじめに

2. 

大島紬の緋は，緋締め工程の中でガス綿糸の引き込み本数の違いにより，緋の大小を作りだ

して緋表現を行っているが，その表現がややもすると画一的になりがちである。

そこで一般に製品化されている大島紬の緋を，経緋配列別(密度別)に，ガス綿糸の引き込

み本数の違いによってできる大小の経緋と緯緋の組合せの緋の中から，最適者組合せの色調と

緋の関係を見いだしより効果的表現ができる資料作りを行う。

試験方法

(1) 使用原料糸

7 糸種 本絹糸

イ 目付 経糸 8.2匁付(1紹 2，500m) 

緯糸 8. 0匁付(1総 2，500m) 

ウ 撚数 経糸 252 t /m 

緯糸 106. 8 t /m 

② 織布規格

7 組織 平織り

イ 成密度，幅 15.5算 40cm (2本/羽入)

ウ 糸密度 経糸 31本/cm 締糸28本/c皿

エ緋製法 経緋 交代締め

緯緋 普通締め

締日正 経緋締 14 算筏使用

緯緋締 15.5算成使用

品数 経 l品

縛 1品

ガス綿糸引き込み本数 3モト 4モト 5モト 7モト

抱合数 16本/フス

竪糊張 イギス 3% 

緋配列 カタス越し式 1モト越し式 1モトカタス越し式，カタス

越し式(カタス式)

オ 染色方法 泥染め

カ 経緋仕上剤 7ノリ 2% 

ライトシリコン 0.3% 

一1閃ー

J 

¥月

¥う



トヤ

0' 

じ¥

キ緯緋仕上剤 ライトシリコン 0.2%

ク 経緋，締緋のガス綿糸引き込み本数別組合せ

経 3モト 緯 3モト・経 4モト一線 3モト・経 4モト一線 4モト

経4モト一線 5モト・経 4モト 緯 7モト・経 5モト 緯 5モト

経 5モトー緯 7モト・経 7モト一線 7モト

ケ製織 高機による手織

3. 結果および考察

カタス越し式 1モト越し式 1モトカタス越し式，カタス越し式(カタス式)の経緋配列

別に 8通りの経緋と緯緋の組合せによる試料 計32試料が得られた。

昭和 61年度行った泥藍式(藍緋)同様，視感測色のみでそれぞれの組合せの遠いによる色

調の変化が十分判別できる。

カタス越し式(カタス式)製品でよく使われている。経4モト・縛 2. 3 -6モトという緋

表現(緯緋のみでの緋変化)は，カタス越し式・ lモト越し式 lモトカタス越し式製品には，

それほど大きな効果は見られ辛い。やはり 1モトの緋使いの場合，経緋・緯緋とも同ピ量のガ

ス綿糸の引き込みによる緋が妥当とJ思われる。

よりリアルな表現を試みるには，従来行っているガス綿糸の引き込み本数の違いによってで

きる緋の大小をより細分化し(締め工程への負担はかかるが・・・).緋の変化をつけて対応

していかなければならない。そのことによって，図柄の表現がより豊富になるものと期待でき

る。
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